
り
に
本
年
11
月
18
日
、
開
催
い
た

し
ま
す
。
学
校
、
P
T
A
そ
し
て

同
帰
会
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
の

会
合
で
あ
り
母
校
の
更
な
る
発
展

を
誓
う
場
と
な
る
よ
う
、
特
に
企

業
支
部
を
中
心
と
し
、
各
地
の
支

部
役
員
の
皆
様
、
支
部
組
織
の
無

い
近
隣
事
業
所
に
お
勤
め
の
会
員

の
皆
様
に
広
報
等
を
通
し
て
多
く

おおむたハイツ

会員の皆様! ふるってご参加を!!

三池工業高校内　同帰会事務局　☎0944-53-3036（下川事務局長まで）

三井工業学校・三池南高等学校・福岡県立三池工業高等学校
（令和5年度）

同 帰 会 総 会
詳　細

東
都
、
中
京
、
関
西
、
福
岡
、
大

牟
田
近
郊
の
各
支
部
に
本
部
役
員

の
派
遣
を
行
い
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
各
支
部
の
皆
様
と
は
4

年
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
和
や
か
に

懇
親
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
伴
う
3
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
や

個
人
情
報
保
護
の
関
係
が
大
き
く

影
響
し
出
席
者
の
減
少
が
著
し

く
、
各
地
支
部
役
員
の
皆
様
は
悲

痛
な
声
を
一
様
に
挙
げ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
帰
会
活
動
目
的
の
原
点
に
今

一
度
立
ち
返
り
、「
会
員
相
互
の

　

新
型
コ

ロ
ナ
感
染

症
が
5
類

に
変
更
と

な
り
学
校

生
活
や
部

活
動
や
同
好
会
活
動
に
も
活
気
が

戻
り
生
徒
達
の
表
情
も
一
段
と
明

る
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。  

　

さ
て
、
本
年
度
の
本
部
同
帰
会

活
動
は
入
学
式
か
ら
始
ま
り
全
て

が
通
常
に
戻
り
、
各
地
の
同
帰
会

支
部
総
会
も
通
常
開
催
と
な
り
5

月
下
旬
か
ら
6
月
中
旬
に
か
け
て

親
睦
を
厚
く
し
、
知
識
を
交
換
し
、

工
業
に
関
す
る
諸
般
の
調
査
研
究

を
な
し
、
併
せ
て
母
校
の
発
展
を

図
る
」
の
た
め
会
員
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
の
新
聞
を

お
読
み
い
た
だ
い
た
全
国
の
同
帰

会
会
員
の
皆
様
、
同
級
生
や
部
活

動
の
友
人
と
連
絡
を
取
り
合
い
つ

つ
最
寄
り
の
各
支
部
の
行
事
や
総

会
等
の
会
合
に
積
極
的
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
支
部
を
盛
り
立
て
て

頂
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

更
に
現
役
の
生
徒
諸
君
に
同
帰

会
の
意
義
と
目
的
を
今
ま
で
以
上

に
強
く
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
度
、
本
部
総
会
を
５
年
ぶ

会
員
の
皆
様
の
同
帰
会
結
集
を
!

同
帰
会
会
長　

黒
田　

洋
（
昭
46
化
）

11
月
18
日

▲平成2年度総会（当時の同帰会報より）

原点に立ち返り
活力ある同帰会を

5
年
ぶ
り
、
令
和
初
の
総
会
開
く

　

5
年
ぶ
り
に
三
池
工
業
高
等
学

校
同
帰
会
総
会
が
11
月
18
日
、
大

牟
田
市
甘
木
山
頂
に
あ
る
お
お
む

た
ハ
イ
ツ
で
開
か
れ
ま
す
。
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
で
本
部
総
会
は
相
次

ぎ
中
止
さ
れ
、
今
回
は
平
成
30
年

度
の
創
立
百
十
五
周
年
記
念
総
会

以
来
と
な
り
ま
す
。

（
写
真
は
活
気
み
な
ぎ
る
平
成
期

と
前
回
の
総
会
風
景
）

　

こ
の
間
、
全
国
の
会
員
皆
様
に

は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
健
康
面
の
不
安

も
重
な
り
日
常
生
活
さ
え
支
障
を

き
た
し
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
察

し
ま
す
。
本
部
及
び
各
支
部
活
動

に
も
、
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
で

す
。
さ
ら
に
会
員
皆
さ
ま
の
高
齢

化
と
参
加
者
減
や
若
い
新
規
入
会

者
も
少
な
く
大
き
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
総
会
開
催
と
な

り
ま
す
が
、
会
員
皆
さ
ま
の
親
睦

と
母
校
の
発
展
等
を
ご
理
解
い
た

だ
き
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

の
会
員
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
盛

会
裏
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
福
岡
県
立
三
池
工
業

高
等
学
校
と
同
帰
会
の
益
々
の
発

展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

創
立
1
1
5
年
を
迎
え
、

　

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
三
池
工
業
高
校

校　
長　

永
友　

正
明

　

同
帰
会

会
員
の
皆

様
に
お
か

れ
ま
し
て

は
、
ま
す

ま
す
御
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
校
へ
の

御
支
援
と
御
協
力
に
対
し
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
校
4
回
目
の
赴
任
で

あ
り
校
長
と
し
て
2
年
目
と
な
り

ま
す
永
友
正
明
と
申
し
ま
す
。
精

一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
校
は
、
明
治
41
年
に
設
立
さ

れ
、
今
年
で
創
立
1
1
5
年
を
迎

え
ま
し
た
。
卒
業
生
も
2
万
1
千

人
を
越
え
、
全
国
各
地
で
工
業
文

化
や
産
業
技
術
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
進
月
歩
の
世
の
中
、

人
が
関
わ
る
も
の
を
A
I
や
ロ
ボ

ッ
ト
に
代
替
可
能
に
な
る
と
い
う

試
算
が
現
実
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
工
業
を
専
門
と
す
る
学
問
を

収
め
た
技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
知

識
・
技
術
な
ど
の
素
養
は
、
今
後

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
は

確
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の

変
化
に
も
対
応
で
き
る
「
工
業
人
」

を
育
成
し
、「
地
域
の
未
来
を
支

え
る
人
材
を
育
成
」
す
る
こ
と
が

本
校
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

や
多
様
な
価
値
観
に
応
え
る
べ

く
、
生
徒
自
身
の
適
性
に
合
わ
せ
、

き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

同
帰
会
の
皆
様
の
物
心
両
面
に
わ

た
る
絶
大
な
御
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
校
同
帰
会
の
ま
す

ま
す
の
御
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

同
帰
会
の
黒
田
会
長
は
昨
年
10

月
末
、
三
池
工
業
高
校
事
務
職
員
、

坂
井
恵
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）
の

退
職
に
伴
い
、
感
謝
状
を
手
渡
し

た
。
こ
れ
は
坂
井
さ
ん
が
在
職
期

間
中
に
同
帰
会
事
務
等
を
担
当
し

て
い
た
だ
き
、
会
の
発
展
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
た
も

の
。
感
謝
状
と
お
礼
を
添
え
た
。

坂井さんに感謝状

▼
会
場

　

お
お
む
た
ハ
イ
ツ

　
（
☎
0
9
4
4

－

5
8

－

3
4
9
7
）

▼
交
通
手
段

　

西
鉄
大
牟
田
線
倉
永
駅
下
車
。

　

送
迎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り
。

▼
開
催
時
間

　

午
後
6
時

　

（
送
迎
は
午
後
5
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
時
50
分
）

会
場
案
内

2023年（令和5年）11月1日発行第45号（1） 同　　　　　　　帰
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7
面
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8
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会
長
、校
長
挨
拶
、総
会
の
ご
案
内

遠
隔
地
支
部
総
会
報
告
、一
口
コ
メ
ン
ト

東
都
、中
京
、関
西
、福
岡
、大
牟
田
近
郊
支
部

新
企
画「
私
の
履
歴
書
」久
保
田
さ
ん
、追
悼
の
寄
稿

令
和
4
年
度
同
帰
会
入
会
式
、進
路
状
況

地
域
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生

が
ん
ば
る
三
工
生
、旋
盤
技
術
2
位
、特
許
権
を
取
得

開
校
記
念
講
演
会
、部
活
動
報
告
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2023. 東都～中京～関西～福岡～大牟田近郊支部

急がれる同帰会機能見直しコロナ禍沈静
支部総会開く

同
帰
会
の
緊
急
課
題
!!

思
い
切
っ
た
大
改
革
必
要

第
65
回 

東
都
同
帰
会
総
会
報
告

中
京
支
部 

総
会
と
懇
親
会
の
報
告

　

平
素
は
東
都
同
帰
会
の
活
動
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
振
り
の
総
会

開
催
で
し
た
が
、
学
校
長
、
本
部

会
長
を
始
め
各
支
部
の
会
長
に
よ

る
来
賓
7
名
、
会
員
14
名
、
お
琴

演
奏
者
3
名
の
総
数
24
名
と
期
待

に
反
し
て
低
調
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
懇
親
会
の
部
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
華
美
過

ぎ
な
い
よ
う
な
配
慮
で
、
お
琴
の

演
奏
を
実
施
し
、
高
い
評
価
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
実

施
し
て
来
た
校
歌
斉
唱
も
、
中
締

め
に
合
わ
せ
て
校
歌
の
B
G
M
で

の
対
応
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
本
部
を
始
め
各
支
部
共

に
4
年
振
り
の
総
会
開
催
で
す

が
、
東
都
同
帰
会
同
様
に
会
員
の

参
加
が
20
名
に
満
た
な
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。
今
後
の
同
帰
会
総

会
開
催
に
つ
い
て
は
、
思
い
切
っ

た
大
改
革
が
喫
緊
の
課
題
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
部
並

び
に
各
支
部
同
帰
会
各
位
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

　

東
都
支
部　

支
部
長

　
　
　
　

田
嶋　

啓
助
（
昭
35
電
）

お
お
む
た
ハ
イ
ツ

 

11
月
18
日
総
会

新人とレジェンドの参加で明るいムードも

影
を
関
西
の
竹
下
副
会
長
に
お
願

い
し
、
た
く
さ
ん
撮
影
し
て
頂
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
高
田
さ
ん
（
中

京
の
元
会
長
）
と
新
人
2
名
で

す
。
高
田
さ
ん
は
、
96
歳
で
す
が

お
元
気
で
「
長
生
き
の
秘
訣
を
教

え
て
」
の
問
い
に
照
れ
く
さ
そ
う

に
「
毎
晩
の
晩
酌
と
散
歩
な
ど
」と

答
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

新
人
二
人
（
R
5
年
電
子
機
械

卒
、
服
部
流
聖
君
、
星
野
一
基

君
）
は
、
さ
す
が
に
初
々
し
く
若

者
が
い
る
と
座
が
明
る
く
な
っ
て

い
い
で
す
ね
。
新
人
に
、
校
長
先

生
や
来
賓
の
方
々
が
積
極
的
に
話

し
か
け
て
下
さ
り
、
座
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

境
幹
事
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
司
会

進
行
で
予
定
通
り
1
時
間
30
分
で

終
了
。
中
京
支
部
の
参
加
者
が
少

な
い
の
は
気
が
か
り
で
す
が　

総

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

中
京
支
部　

支
部
長

　
　
　
　

東　

茂
次
（
昭
41
機
）

　

5
月
27
日
（
土
）
名

古
屋
駅
の
タ
ワ
ー
ビ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
で
多
く
の

来
賓
の
方
々
に
御
出
席

頂
き
、
4
年
ぶ
り
の
総

会
を
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

来
賓
は
、
永
友
学
校

長
、
本
部
・
黒
田
会

長
、
蓮
尾
副
会
長
、
藤

木
幹
事
長
、
東
都
支

部
・
山
本
副
会
長
、
関

西
支
部
・
西
原
会
長
、

竹
下
副
会
長
。
中
京

は
、
会
員
11
名
と
今
年

の
新
人
2
名
。
計
20
名

で
す
。

　

高
級
食
材
を
使
っ
た

食
べ
放
題
・
飲
み
放
題

で
品
数
も
多
く
、
出
席

者
全
員
が
、
そ
の
美
味

し
さ
に
満
面
の
笑
み

で
、
ま
た
13
F
か
ら
の

眺
望
が
素
晴
ら
し
く　

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

来
賓
の
方
々
全
員
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
撮

　
今
回
も
、
沢
山
の
方
々
か
ら
思
い
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
先
輩
か
ら

健
康
に
配
慮
し
な
が
ら
の
コ
メ
ン
ト
。
同
帰
会
の
現
状
、
母
校
や
同
級
生
へ

の
思
い
。
同
帰
の
絆
の
深
さ
を
読
み
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
員
の
健
康

を
願
い
つ
つ
今
後
も
一
口
コ
メ
ン
ト
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
先
輩
達
も
元
気
で
す
！

■
母
校
の
お
か
げ
で
元
気
で
す
。

　
　
　

山
平
正
寿
（
昭
21
電
A
）

■
同
帰
会
の
会
報
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
元
気
で
す
。
残

金
少
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
何
か
の
足
し
に
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

阪
田
武
士（
昭
23
機
）

■
少
な
い
で
す
が
何
か
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

古
賀　

壽
（
昭
25
採
）

■
お
世
話
様
で
す
。
今
年
も
会

報
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
で
す
。　

町
田
光
弘（
昭
27
化
）

■
一
口
コ
メ
ン
ト
コ
メ
ン
ト
に

記
載
の
「
坂
田
武
士
様
」
は
、

故
兄
の
仲
の
良
い
級
友
で
し
た
。

お
元
気
と
の
こ
と
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
私
は
、
米
寿
を

迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　

白
山　

嵩
（
昭
27
機
）

■
購
読
料
以
外
は
寄
付
致
し
ま

す
。　
　
　

大
塚
信
雄（
昭
27
電
）

■
同
帰
会
の
充
実
発
展
を
祈
願

し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　

江
崎
和
彦
（
昭
29
化
）

■
87
才
の
長
老
で
す
。
母
校
は

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

松
永
卓
生
（
昭
29
機
）

■
令
和
5
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
明

け
ま
し
た
が
、
日
常
生
活
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
埼

玉
の
同
期
も
で
き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

大
神
利
光
（
昭
29
電
）

■
濃
紺
ブ
レ
ザ
ー
の
入
学
式
に

隔
世
の
感
。
母
校
で
も
頑
張
っ

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ま
だ
現
役

で
す
。
87
才

　
　
　
　

永
田
隆
志
（
昭
29
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
体
調
不
良
に
て
病
院

行
き
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

宇
田
川
謙
二
郎
（
昭
30
機
）

■
満
85
才
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
日
は
未
だ
事
務
所
に
毎
日
出

勤
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

上
田
弘
毅
（
昭
30
採
）

■
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
少
額

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

小
柳
郁
男
（
昭
30
電
）

■
会
報
は
毎
回
楽
し
く
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

高
井
治
美
（
昭
30
電
）

■
今
年
秋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
囲
碁

同
好
会
で
4
大
タ
イ
ト
ル
を
制

覇
し
た
。①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
②

リ
ー
グ
戦
③
最
多
勝
④
最
高
勝

率
賞
。
メ
ン
バ
ー
は
14
人
、
年

齢
は
70
〜
86
才
。
私
85
才

　
　
　
　

大
町
岑
生
（
昭
31
電
）

■
Ｒ
4
年
10
月
7
、
8
、
9
と

久
し
ぶ
り
に
大
牟
田
を
お
と
ず

れ
、
母
校
の
雄
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
65
年

が
過
ぎ
同
帰
会
会
報
を
見
な
が

ら
在
校
時
代
を
懐
か
し
く
し
の

ん
で
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

叶　

生
二
（
昭
32
機
）

■
会
報
「
同
帰
」
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
残
金
は
経
費
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
昨
年

は
会
費
納
付
済
な
が
ら
無
掲
載

で
し
た
。　

奈
良
岡
義（
昭
33
化
）

■
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
同
帰
会
行
事
が
出

来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
　
　
　

野
田
重
信
（
昭
33
機
）

■
未
納
分
を
含
み
ま
す
。

　
　
　
　

山
野
義
輝
（
昭
33
電
）

■
創
立
1
1
4
年
目
で
制
服
一

新
と
は
良
い
こ
と
で
す
。
私
の

頃
は
詰
襟
の
学
生
服
で
し
た
。

女
子
も
い
な
く
他
校
の
女
子
生

徒
を
見
て
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
ゴ
ル
フ
で
、

エ
ー
ジ
ー
シ
ュ
ー
ト
し
ま
し
た
。

82
才
で
80
の
ス
コ
ア
で
し
た
。

　
　
　
　

中
野
正
憲
（
昭
33
電
）

■
同
帰
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
口
コ
メ
ン
ト
読
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

江
口
公
浩
（
昭
33
電
）

■
い
つ
も
拝
読
し
て
い
ま
す
。

発
行
も
大
変
で
す
が
、
長
く
続

く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

古
閑
紀
男
（
昭
34
化
）

■
今
年
は
月
下
美
人
が
3
度
咲

き
ま
し
た
。
上
品
な
香
り
が
し

ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
会
報
待
っ
て

い
ま
す
。　

苔
口
康
雄（
昭
34
機
）

■
同
帰
会
報
の
送
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

蓮
尾
博
志
（
昭
34
機
）

■
購
読
料
（
年
会
費
）
振
り
込

み
ま
す
。　

森　

幹
男（
昭
34
採
）

■
相
も
変
わ
ら
ず
三
池
山
の
登

山
道
整
備
で
す
。
登
山
誌
「
秀

刊
の
ぼ
る
（
令
和
5
年
春
号
西

日
本
新
聞
発
行
）」
に
て
三
池
山

の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
あ

れ
！　
　

藤
木
賢
一
（
昭
34
電
）

■
在
校
時
代
の
体
育
館
、
正
面

玄
関
等
の
写
真
大
変
懐
か
し
く
、

当
時
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。　
　
　

伊
藤
輝
雄（
昭
35
機
）

■
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

山
本
好
雄（
昭
35
電
）

■
コ
ロ
ナ
禍
で
す
っ
か
り
出
不

精
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

大
牟
田
の
便
り
、
懐
か
し
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

池
松　

正
（
昭
35
電
）

■
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
い
ま

す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　

高
田
曠
治
郎
（
昭
35
電
）

■
毎
回
の
新
聞
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

深
水　

紘
（
昭
36
化
）

■
動
け
る
幸
せ
皆
様
の
幸
運
を

祈
り
ま
す
。

　
　
　
　

石
川
仁
吉
（
昭
36
機
）

■
毎
回
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
　
　

日
野
清
明（
昭
36
機
）

■
会
報
編
集
委
員
の
皆
様
お
世

話
様
で
す
。

　
　
　
　

熊
川
照
宏
（
昭
36
電
）

■
創
立
1
1
4
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

井
形
眞
太
郎
（
昭
37
機
）

■
会
報
発
行
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
懐
か
し
く
楽
し
ん
で
購

読
し
て
い
ま
す
。
残
金
は
作
成

の
諸
経
費
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

木
山
昭
文
（
昭
37
化
）

■
会
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

永
江
三
郎
（
昭
37
化
）

■
同
帰
毎
年
楽
し
く
拝
読
し
て

ま
す
。
編
集
長
各
位
に
感
謝
で

す
。
僅
か
で
す
が
送
料
の
一
部

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

古
賀
秀
敏
（
昭
37
化
）

■
会
報
懐
か
し
く
読
み
、
気
持

ち
が
若
返
り
ま
す
。
編
集
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　

高
椋
康
人（
昭
37
機
）

■
同
帰
編
集
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い

ま
す
。　
　

田
中
洋
一（
昭
37
電
）

■
三
工
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
願
し
ま
す
。
当
方
は
、

御
陰
様
で
今
も
現
役
（
自
営
業
、

自
由
業
、
自
由
人
）
を
キ
ー
プ

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

久
保
田
匠
（
昭
37
電
）

■
こ
の
4
年
間
新
人
の
入
会
1

人
も
東
都
同
帰
会
に
い
ま
せ
ん
。

同
帰
会
入
会
の
や
り
方
に
検
討

必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

中
村
信
之
（
昭
39
採
）

■
今
年
も
総
会
が
中
止
と
な
り

残
念
で
す
。
再
び
総
会
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　

西
谷
源
展
（
昭
40
化
）

■
お
陰
様
で
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　

小
嶺
茂
樹
（
昭
40
機
）

■
今
の
所
は
コ
ロ
ナ
に
も
負
け

ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

新
聞
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　

中
尾　

彰（
昭
40
電
）

■
東
都
同
帰
会
の
第
43
号
会
報

誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
第
65
回

総
会
は
6
月
10
日
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

緑
川
光
明
（
昭
41
機
）

■
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
ち
、
同
帰
会
総
会
が
開
催

さ
れ
遠
隔
地
の
方
々
に
会
え
ま

す
よ
う
に
。
稲
又
敏
彦（
昭
41
機
）

■
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

松
尾
正
一
郎
（
昭
41
機
）

■
母
校
の
活
躍
を
祈
願
し
て
い

ま
す
。　
　

椛
島
敏
雅（
昭
41
電
）

■
少
な
い
で
す
が
残
り
は
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

岩
中
伸
司
（
昭
42
化
）

■
同
帰
会
と
は
1
に
融
和
、
2

に
恩
返
し
、
3
に
伝
承
。

　
　
　
　

西
原
昭
則
（
昭
42
化
）

■
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　
　

福
田
功
二
（
昭
42
開
）

■
体
調
良
好
で
仕
事
と
ゴ
ル
フ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

亀
崎
政
幸
（
昭
42
機
）

■
三
池
工
業
高
校
の
発
展
と
同

帰
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
願

し
ま
す
。　

境　

春
幸（
昭
42
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　

只
隈
正
博（
昭
42
電
）

■
同
級
生
の
皆
さ
ん
元
気
で
す

か
。
健
康
に
気
を
付
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

田
中
清
実
（
昭
42
電
）

■
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

吉
森
英
明
（
昭
44
電
）

■
蓮
尾
先
生
！
陸
上
部
O
B
会

や
り
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

江
上
英
治
（
昭
47
化
）

■
同
帰
会
の
盛
会
に
向
け
、
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!!

　
　
　
　

小
松　

節
（
昭
47
機
）

■
退
職
し
て
20
年
に
な
り
ま
す

が
、
三
池
工
業
高
校
9
年
間
に

は
色
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
や
大
牟
田
高
体
連
な

ど
で
す
。
校
舎
が
全
面
改
築
の

時
で
し
た
。
上
野
憲
一（
旧
職
員
）

第45号（2）2023年（令和5年）11月1日発行 同　　　　　　　帰



会
員
の
高
齢
化
で
前
途
多
難

運
営
維
持
に
困
難
の
声
!

■
母
校
の
お
か
げ
で
元
気
で
す
。

　
　
　

山
平
正
寿
（
昭
21
電
A
）

■
同
帰
会
の
会
報
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
元
気
で
す
。
残

金
少
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
何
か
の
足
し
に
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

阪
田
武
士（
昭
23
機
）

■
少
な
い
で
す
が
何
か
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

古
賀　

壽
（
昭
25
採
）

■
お
世
話
様
で
す
。
今
年
も
会

報
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
で
す
。　

町
田
光
弘（
昭
27
化
）

■
一
口
コ
メ
ン
ト
コ
メ
ン
ト
に

記
載
の
「
坂
田
武
士
様
」
は
、

故
兄
の
仲
の
良
い
級
友
で
し
た
。

お
元
気
と
の
こ
と
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
私
は
、
米
寿
を

迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　

白
山　

嵩
（
昭
27
機
）

■
購
読
料
以
外
は
寄
付
致
し
ま

す
。　
　
　

大
塚
信
雄（
昭
27
電
）

■
同
帰
会
の
充
実
発
展
を
祈
願

し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　

江
崎
和
彦
（
昭
29
化
）

■
87
才
の
長
老
で
す
。
母
校
は

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

松
永
卓
生
（
昭
29
機
）

■
令
和
5
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
明

け
ま
し
た
が
、
日
常
生
活
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
埼

玉
の
同
期
も
で
き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

大
神
利
光
（
昭
29
電
）

■
濃
紺
ブ
レ
ザ
ー
の
入
学
式
に

隔
世
の
感
。
母
校
で
も
頑
張
っ

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ま
だ
現
役

で
す
。
87
才

　
　
　
　

永
田
隆
志
（
昭
29
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
体
調
不
良
に
て
病
院

行
き
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

宇
田
川
謙
二
郎
（
昭
30
機
）

■
満
85
才
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
日
は
未
だ
事
務
所
に
毎
日
出

勤
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

上
田
弘
毅
（
昭
30
採
）

■
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
少
額

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

小
柳
郁
男
（
昭
30
電
）

■
会
報
は
毎
回
楽
し
く
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

高
井
治
美
（
昭
30
電
）

■
今
年
秋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
囲
碁

同
好
会
で
4
大
タ
イ
ト
ル
を
制

覇
し
た
。①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
②

リ
ー
グ
戦
③
最
多
勝
④
最
高
勝

率
賞
。
メ
ン
バ
ー
は
14
人
、
年

齢
は
70
〜
86
才
。
私
85
才

　
　
　
　

大
町
岑
生
（
昭
31
電
）

■
Ｒ
4
年
10
月
7
、
8
、
9
と

久
し
ぶ
り
に
大
牟
田
を
お
と
ず

れ
、
母
校
の
雄
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
65
年

が
過
ぎ
同
帰
会
会
報
を
見
な
が

ら
在
校
時
代
を
懐
か
し
く
し
の

ん
で
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

叶　

生
二
（
昭
32
機
）

■
会
報
「
同
帰
」
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
残
金
は
経
費
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
昨
年

は
会
費
納
付
済
な
が
ら
無
掲
載

で
し
た
。　

奈
良
岡
義（
昭
33
化
）

■
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
同
帰
会
行
事
が
出

来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
　
　
　

野
田
重
信
（
昭
33
機
）

■
未
納
分
を
含
み
ま
す
。

　
　
　
　

山
野
義
輝
（
昭
33
電
）

■
創
立
1
1
4
年
目
で
制
服
一

新
と
は
良
い
こ
と
で
す
。
私
の

頃
は
詰
襟
の
学
生
服
で
し
た
。

女
子
も
い
な
く
他
校
の
女
子
生

徒
を
見
て
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
ゴ
ル
フ
で
、

エ
ー
ジ
ー
シ
ュ
ー
ト
し
ま
し
た
。

82
才
で
80
の
ス
コ
ア
で
し
た
。

　
　
　
　

中
野
正
憲
（
昭
33
電
）

■
同
帰
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
口
コ
メ
ン
ト
読
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

江
口
公
浩
（
昭
33
電
）

■
い
つ
も
拝
読
し
て
い
ま
す
。

発
行
も
大
変
で
す
が
、
長
く
続

く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

古
閑
紀
男
（
昭
34
化
）

■
今
年
は
月
下
美
人
が
3
度
咲

き
ま
し
た
。
上
品
な
香
り
が
し

ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
会
報
待
っ
て

い
ま
す
。　

苔
口
康
雄（
昭
34
機
）

■
同
帰
会
報
の
送
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

蓮
尾
博
志
（
昭
34
機
）

■
購
読
料
（
年
会
費
）
振
り
込

み
ま
す
。　

森　

幹
男（
昭
34
採
）

■
相
も
変
わ
ら
ず
三
池
山
の
登

山
道
整
備
で
す
。
登
山
誌
「
秀

刊
の
ぼ
る
（
令
和
5
年
春
号
西

日
本
新
聞
発
行
）」
に
て
三
池
山

の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
あ

れ
！　
　

藤
木
賢
一
（
昭
34
電
）

■
在
校
時
代
の
体
育
館
、
正
面

玄
関
等
の
写
真
大
変
懐
か
し
く
、

当
時
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。　
　
　

伊
藤
輝
雄（
昭
35
機
）

■
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

山
本
好
雄（
昭
35
電
）

■
コ
ロ
ナ
禍
で
す
っ
か
り
出
不

精
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

大
牟
田
の
便
り
、
懐
か
し
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

池
松　

正
（
昭
35
電
）

■
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
い
ま

す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　

高
田
曠
治
郎
（
昭
35
電
）

■
毎
回
の
新
聞
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

深
水　

紘
（
昭
36
化
）

■
動
け
る
幸
せ
皆
様
の
幸
運
を

祈
り
ま
す
。

　
　
　
　

石
川
仁
吉
（
昭
36
機
）

■
毎
回
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
　
　

日
野
清
明（
昭
36
機
）

■
会
報
編
集
委
員
の
皆
様
お
世

話
様
で
す
。

　
　
　
　

熊
川
照
宏
（
昭
36
電
）

■
創
立
1
1
4
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

井
形
眞
太
郎
（
昭
37
機
）

■
会
報
発
行
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
懐
か
し
く
楽
し
ん
で
購

読
し
て
い
ま
す
。
残
金
は
作
成

の
諸
経
費
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

木
山
昭
文
（
昭
37
化
）

■
会
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

永
江
三
郎
（
昭
37
化
）

■
同
帰
毎
年
楽
し
く
拝
読
し
て

ま
す
。
編
集
長
各
位
に
感
謝
で

す
。
僅
か
で
す
が
送
料
の
一
部

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

古
賀
秀
敏
（
昭
37
化
）

■
会
報
懐
か
し
く
読
み
、
気
持

ち
が
若
返
り
ま
す
。
編
集
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　

高
椋
康
人（
昭
37
機
）

■
同
帰
編
集
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い

ま
す
。　
　

田
中
洋
一（
昭
37
電
）

■
三
工
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
願
し
ま
す
。
当
方
は
、

御
陰
様
で
今
も
現
役
（
自
営
業
、

自
由
業
、
自
由
人
）
を
キ
ー
プ

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

久
保
田
匠
（
昭
37
電
）

■
こ
の
4
年
間
新
人
の
入
会
1

人
も
東
都
同
帰
会
に
い
ま
せ
ん
。

同
帰
会
入
会
の
や
り
方
に
検
討

必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

中
村
信
之
（
昭
39
採
）

■
今
年
も
総
会
が
中
止
と
な
り

残
念
で
す
。
再
び
総
会
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　

西
谷
源
展
（
昭
40
化
）

■
お
陰
様
で
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　

小
嶺
茂
樹
（
昭
40
機
）

■
今
の
所
は
コ
ロ
ナ
に
も
負
け

ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

新
聞
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　

中
尾　

彰（
昭
40
電
）

■
東
都
同
帰
会
の
第
43
号
会
報

誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
第
65
回

総
会
は
6
月
10
日
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

緑
川
光
明
（
昭
41
機
）

■
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
ち
、
同
帰
会
総
会
が
開
催

さ
れ
遠
隔
地
の
方
々
に
会
え
ま

す
よ
う
に
。
稲
又
敏
彦（
昭
41
機
）

■
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

松
尾
正
一
郎
（
昭
41
機
）

■
母
校
の
活
躍
を
祈
願
し
て
い

ま
す
。　
　

椛
島
敏
雅（
昭
41
電
）

■
少
な
い
で
す
が
残
り
は
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

岩
中
伸
司
（
昭
42
化
）

■
同
帰
会
と
は
1
に
融
和
、
2

に
恩
返
し
、
3
に
伝
承
。

　
　
　
　

西
原
昭
則
（
昭
42
化
）

■
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　
　

福
田
功
二
（
昭
42
開
）

■
体
調
良
好
で
仕
事
と
ゴ
ル
フ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

亀
崎
政
幸
（
昭
42
機
）

■
三
池
工
業
高
校
の
発
展
と
同

帰
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
願

し
ま
す
。　

境　

春
幸（
昭
42
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　

只
隈
正
博（
昭
42
電
）

■
同
級
生
の
皆
さ
ん
元
気
で
す

か
。
健
康
に
気
を
付
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

田
中
清
実
（
昭
42
電
）

■
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

吉
森
英
明
（
昭
44
電
）

■
蓮
尾
先
生
！
陸
上
部
O
B
会

や
り
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

江
上
英
治
（
昭
47
化
）

■
同
帰
会
の
盛
会
に
向
け
、
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!!

　
　
　
　

小
松　

節
（
昭
47
機
）

■
退
職
し
て
20
年
に
な
り
ま
す

が
、
三
池
工
業
高
校
9
年
間
に

は
色
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
や
大
牟
田
高
体
連
な

ど
で
す
。
校
舎
が
全
面
改
築
の

時
で
し
た
。
上
野
憲
一（
旧
職
員
）

関西支部
2023
総会報告

　

台
風
一
過
、
五
月
晴
れ
の
中
、

「
第
40
回
同
帰
会
関
西
支
部
総
会
」

を
6
月
4
日
に
堺
市
の
「
ホ
テ
ル

ア
ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
大
阪

堺
」
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
永
友
校
長
を
始
め
、

同
帰
会
本
部
よ
り
黒
田
会
長
、
蓮

尾
副
会
長
、
東
都
支
部
・
山
本
副

会
長
、
中
京
支
部
・
境
幹
事
長
、

池
田
幹
事
、
福
岡
支
部
・
境
幹
事

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
関
西
支
部

会
員
20
名
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
員

7
名
の
総
勢
35
名
で
、
コ
ロ
ナ
禍

明
け
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
年
も
新
卒
及
び

新
規
の
会
員
の
参
加
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

総
会
は
開
会
宣
言
の
後
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、
支
部
長

挨
拶
で
は
参
加
人
数
の
減
少
に
よ

る
運
営
維
持
が
困
難
な
状
況
の
話

を
致
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
挨
拶

を
受
け
た
後
、
活
動
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
を
行
い
、

続
い
て
本
年
の
活
動
計
画
案
と
予

算
案
を
承
認
し
て
頂
き
、
閉
会
と

し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
歌
手
で
新
舞
踊
名

取
の
「
睦　

萌
佳
さ
ん
」
に
よ

る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
楽
し

く
盛
り
上
が
り
な
が
ら
参
加
者

と
の
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

特
筆
事
項
と
し
て
関
西
の
古

賀
副
支
部
長
の
中
締
め
の
ご
挨

拶
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
「
皆

が
元
気
で
長
生
き
す
れ
ば
も
っ

と
こ
の
会
は
続
く
の
で
、
健
康

に
留
意
し
て
若
い
後
輩
が
集
ま

る
ま
で
頑
張
ろ
う
」
し
か
し
、

此
の
総
会
の
数
日
後
、
故
中
京

支
部
・
境
幹
事
長
が
急
遽
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
西
支
部　

支
部
長

　
　
　

西
原　

昭
則
（
昭
42
化
）

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ

無
事
総
会
を
開
催
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
4
年
ぶ

り
の
開
催
で
何
か
と
慌
た

だ
し
く
準
備
を
致
し
ま
し

た
が
、
そ
の
期
間
退
会
者

（
14
名
）、
不
明
者
（
11
名
）

逝
去
者
（
8
名
）、
出
席

者
9
名
（
当
日
は
8
名
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
会
場
は
グ
リ
ル

S
u
m
i
t
o
k
o
（
ス
ミ
ト

コ
）
で
し
た
。
会
式
は
境

幹
事
が
進
行
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
は
本
部
の
黒
田

会
長
、
小
堺
副
会
長
、
冨

崎
幹
事
、
東
都
支
部
か
ら

中
村
幹
事
長
、
関
西
支
部

の
古
田
幹
事
長
、
近
郊
支

部
の
森
支
部
長
、
学
校
か
ら
は
永

友
校
長
、
下
川
事
務
局
長
が
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

黒
田
会
長
か
ら
は
各
支
部
の
現

状
や
卒
業
生
の
各
支
部
へ
の
入
会

者
が
殆
ど
な
い
状
況
報
告
。
遠
隔

支
部
か
ら
は
本
部
や
学
校
か
ら
の

紹
介
が
な
く
平
均
年
齢
も
80
歳
前

後
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
支
部
活
動
報
告
は
「『
コ

ロ
ナ
禍
』
で
十
分
な
活
動
が
出
来

ず
停
滞
し
て
い
る
。
当
支
部
も
役

員
の
高
齢
化
が
進
み
前
途
が
危
ぶ

ま
れ
る
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

永
友
学
校
長
か
ら
は
「
努
力
の

上
に
花
が
咲
く
（
努
力
は
裏
切
ら

な
い
）」
と
い
う
こ
と
に
関
連
し

た
お
話
を
戴
き
ま
し
た
。
又
在
校

生
の
部
活
動
や
資
格
取
得
情
報
が

報
告
さ
れ
た
。
福
岡
支
部
も
若
手

の
役
員
と
ベ
テ
ラ
ン
が
合
致
し
て

一
歩
進
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
岡
支
部　

支
部
長

　
　
　
　

日
髙　

初
義
（
昭
39
化
）

　

大
牟
田
近
郊
支
部
第
8
回
総
会

が
、
6
月
10
日
市
内
有
明
町
「
菓

舗
・
だ
い
ふ
く
」
で
開
催
、
会
員

28
名
が
参
加
。
実
に
4
年
ぶ
り
の

総
会
で
、
森
支
部
長
は
「
コ
ロ
ナ

が
未
だ
終
息
と
は
言
え
な
い
中
、

参
加
さ
れ
た
会
員
に
感
謝
」
と
挨

拶
。
来
賓
の
堤
教
頭
先
生
か
ら
は

学
校
の
近
況
報
告
等
が
あ
り
、
そ

の
後
、
森
支
部
長
が
議
長
と
な

り
、
経
過
報
告
・
新
年
度
事
業
計

画
予
算
・
決
算
を
全
会
一
致
で
可

決
し
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
別
室
で
開
催
し
た
懇
親

会
は
、
福
引
抽
選
会
も
あ
り
当
選

者
の
コ
メ
ン
ト
等
で
大
い
に
賑
わ

い
、
次
回
で
の
再
会
を
約
束
し
盛

会
裏
に
終
了
。
参
加
者
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
。
次
回
は
是
非
同

級
生
を
連
れ
て
来
ま
す
」
と
次
回

総
会
へ
の
期
待
が
高
ま
る
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
と
し
て
、
本
年
11

月
18
日
（
土
）
開
催
の
本
部
総
会

に
合
わ
せ
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
帰

会
各
支
部
へ
の
参
加
要
請
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

つ
い
て
は
、
黒
田
会
長
も
快
諾
さ

れ
、
今
年
開
催
さ
れ
た
東
都
・
中

京
・
関
西
・
福
岡
の
各
支
部
に
、

黒
田
会
長
か
ら
直
接
お
願
い
を
し

て
戴
き
ま
し
た
。
各
支
部
の
会
員

各
位
皆
様
の
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

大
牟
田
近
郊
支
部　

支
部
長

　
　
　
　
　

森　

幹
男
（
昭
34
採
）

盛況だった福引抽選会
各支部との親睦ゴルフも実施へ

大牟田近郊支部

2023年（令和5年）11月1日発行第45号（3） 同　　　　　　　帰



■
母
校
の
お
か
げ
で
元
気
で
す
。

　
　
　

山
平
正
寿
（
昭
21
電
A
）

■
同
帰
会
の
会
報
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
元
気
で
す
。
残

金
少
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
何
か
の
足
し
に
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

阪
田
武
士（
昭
23
機
）

■
少
な
い
で
す
が
何
か
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

古
賀　

壽
（
昭
25
採
）

■
お
世
話
様
で
す
。
今
年
も
会

報
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
で
す
。　

町
田
光
弘（
昭
27
化
）

■
一
口
コ
メ
ン
ト
コ
メ
ン
ト
に

記
載
の
「
坂
田
武
士
様
」
は
、

故
兄
の
仲
の
良
い
級
友
で
し
た
。

お
元
気
と
の
こ
と
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
私
は
、
米
寿
を

迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　

白
山　

嵩
（
昭
27
機
）

■
購
読
料
以
外
は
寄
付
致
し
ま

す
。　
　
　

大
塚
信
雄（
昭
27
電
）

■
同
帰
会
の
充
実
発
展
を
祈
願

し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　

江
崎
和
彦
（
昭
29
化
）

■
87
才
の
長
老
で
す
。
母
校
は

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

松
永
卓
生
（
昭
29
機
）

■
令
和
5
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
明

け
ま
し
た
が
、
日
常
生
活
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
埼

玉
の
同
期
も
で
き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

大
神
利
光
（
昭
29
電
）

■
濃
紺
ブ
レ
ザ
ー
の
入
学
式
に

隔
世
の
感
。
母
校
で
も
頑
張
っ

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ま
だ
現
役

で
す
。
87
才

　
　
　
　

永
田
隆
志
（
昭
29
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
体
調
不
良
に
て
病
院

行
き
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

宇
田
川
謙
二
郎
（
昭
30
機
）

■
満
85
才
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
日
は
未
だ
事
務
所
に
毎
日
出

勤
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

上
田
弘
毅
（
昭
30
採
）

■
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
少
額

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

小
柳
郁
男
（
昭
30
電
）

■
会
報
は
毎
回
楽
し
く
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

高
井
治
美
（
昭
30
電
）

■
今
年
秋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
囲
碁

同
好
会
で
4
大
タ
イ
ト
ル
を
制

覇
し
た
。①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
②

リ
ー
グ
戦
③
最
多
勝
④
最
高
勝

率
賞
。
メ
ン
バ
ー
は
14
人
、
年

齢
は
70
〜
86
才
。
私
85
才

　
　
　
　

大
町
岑
生
（
昭
31
電
）

■
Ｒ
4
年
10
月
7
、
8
、
9
と

久
し
ぶ
り
に
大
牟
田
を
お
と
ず

れ
、
母
校
の
雄
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
65
年

が
過
ぎ
同
帰
会
会
報
を
見
な
が

ら
在
校
時
代
を
懐
か
し
く
し
の

ん
で
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

叶　

生
二
（
昭
32
機
）

■
会
報
「
同
帰
」
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
残
金
は
経
費
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
昨
年

は
会
費
納
付
済
な
が
ら
無
掲
載

で
し
た
。　

奈
良
岡
義（
昭
33
化
）

■
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
同
帰
会
行
事
が
出

来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
　
　
　

野
田
重
信
（
昭
33
機
）

■
未
納
分
を
含
み
ま
す
。

　
　
　
　

山
野
義
輝
（
昭
33
電
）

■
創
立
1
1
4
年
目
で
制
服
一

新
と
は
良
い
こ
と
で
す
。
私
の

頃
は
詰
襟
の
学
生
服
で
し
た
。

女
子
も
い
な
く
他
校
の
女
子
生

徒
を
見
て
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
ゴ
ル
フ
で
、

エ
ー
ジ
ー
シ
ュ
ー
ト
し
ま
し
た
。

82
才
で
80
の
ス
コ
ア
で
し
た
。

　
　
　
　

中
野
正
憲
（
昭
33
電
）

■
同
帰
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
口
コ
メ
ン
ト
読
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

江
口
公
浩
（
昭
33
電
）

■
い
つ
も
拝
読
し
て
い
ま
す
。

発
行
も
大
変
で
す
が
、
長
く
続

く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

古
閑
紀
男
（
昭
34
化
）

■
今
年
は
月
下
美
人
が
3
度
咲

き
ま
し
た
。
上
品
な
香
り
が
し

ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
会
報
待
っ
て

い
ま
す
。　

苔
口
康
雄（
昭
34
機
）

■
同
帰
会
報
の
送
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

蓮
尾
博
志
（
昭
34
機
）

■
購
読
料
（
年
会
費
）
振
り
込

み
ま
す
。　

森　

幹
男（
昭
34
採
）

■
相
も
変
わ
ら
ず
三
池
山
の
登

山
道
整
備
で
す
。
登
山
誌
「
秀

刊
の
ぼ
る
（
令
和
5
年
春
号
西

日
本
新
聞
発
行
）」
に
て
三
池
山

の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
あ

れ
！　
　

藤
木
賢
一
（
昭
34
電
）

■
在
校
時
代
の
体
育
館
、
正
面

玄
関
等
の
写
真
大
変
懐
か
し
く
、

当
時
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。　
　
　

伊
藤
輝
雄（
昭
35
機
）

■
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

山
本
好
雄（
昭
35
電
）

■
コ
ロ
ナ
禍
で
す
っ
か
り
出
不

精
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

大
牟
田
の
便
り
、
懐
か
し
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

池
松　

正
（
昭
35
電
）

■
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
い
ま

す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　

高
田
曠
治
郎
（
昭
35
電
）

■
毎
回
の
新
聞
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

深
水　

紘
（
昭
36
化
）

■
動
け
る
幸
せ
皆
様
の
幸
運
を

祈
り
ま
す
。

　
　
　
　

石
川
仁
吉
（
昭
36
機
）

■
毎
回
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
　
　

日
野
清
明（
昭
36
機
）

■
会
報
編
集
委
員
の
皆
様
お
世

話
様
で
す
。

　
　
　
　

熊
川
照
宏
（
昭
36
電
）

■
創
立
1
1
4
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

井
形
眞
太
郎
（
昭
37
機
）

■
会
報
発
行
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
懐
か
し
く
楽
し
ん
で
購

読
し
て
い
ま
す
。
残
金
は
作
成

の
諸
経
費
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

木
山
昭
文
（
昭
37
化
）

■
会
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

永
江
三
郎
（
昭
37
化
）

■
同
帰
毎
年
楽
し
く
拝
読
し
て

ま
す
。
編
集
長
各
位
に
感
謝
で

す
。
僅
か
で
す
が
送
料
の
一
部

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

古
賀
秀
敏
（
昭
37
化
）

■
会
報
懐
か
し
く
読
み
、
気
持

ち
が
若
返
り
ま
す
。
編
集
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　

高
椋
康
人（
昭
37
機
）

■
同
帰
編
集
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い

ま
す
。　
　

田
中
洋
一（
昭
37
電
）

■
三
工
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
願
し
ま
す
。
当
方
は
、

御
陰
様
で
今
も
現
役
（
自
営
業
、

自
由
業
、
自
由
人
）
を
キ
ー
プ

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

久
保
田
匠
（
昭
37
電
）

■
こ
の
4
年
間
新
人
の
入
会
1

人
も
東
都
同
帰
会
に
い
ま
せ
ん
。

同
帰
会
入
会
の
や
り
方
に
検
討

必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

中
村
信
之
（
昭
39
採
）

■
今
年
も
総
会
が
中
止
と
な
り

残
念
で
す
。
再
び
総
会
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　

西
谷
源
展
（
昭
40
化
）

■
お
陰
様
で
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　

小
嶺
茂
樹
（
昭
40
機
）

■
今
の
所
は
コ
ロ
ナ
に
も
負
け

ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

新
聞
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　

中
尾　

彰（
昭
40
電
）

■
東
都
同
帰
会
の
第
43
号
会
報

誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
第
65
回

総
会
は
6
月
10
日
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

緑
川
光
明
（
昭
41
機
）

■
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
ち
、
同
帰
会
総
会
が
開
催

さ
れ
遠
隔
地
の
方
々
に
会
え
ま

す
よ
う
に
。
稲
又
敏
彦（
昭
41
機
）

■
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

松
尾
正
一
郎
（
昭
41
機
）

■
母
校
の
活
躍
を
祈
願
し
て
い

ま
す
。　
　

椛
島
敏
雅（
昭
41
電
）

■
少
な
い
で
す
が
残
り
は
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

岩
中
伸
司
（
昭
42
化
）

■
同
帰
会
と
は
1
に
融
和
、
2

に
恩
返
し
、
3
に
伝
承
。

　
　
　
　

西
原
昭
則
（
昭
42
化
）

■
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　
　

福
田
功
二
（
昭
42
開
）

■
体
調
良
好
で
仕
事
と
ゴ
ル
フ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

亀
崎
政
幸
（
昭
42
機
）

■
三
池
工
業
高
校
の
発
展
と
同

帰
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
願

し
ま
す
。　

境　

春
幸（
昭
42
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　

只
隈
正
博（
昭
42
電
）

■
同
級
生
の
皆
さ
ん
元
気
で
す

か
。
健
康
に
気
を
付
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

田
中
清
実
（
昭
42
電
）

■
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

吉
森
英
明
（
昭
44
電
）

■
蓮
尾
先
生
！
陸
上
部
O
B
会

や
り
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

江
上
英
治
（
昭
47
化
）

■
同
帰
会
の
盛
会
に
向
け
、
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!!

　
　
　
　

小
松　

節
（
昭
47
機
）

■
退
職
し
て
20
年
に
な
り
ま
す

が
、
三
池
工
業
高
校
9
年
間
に

は
色
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
や
大
牟
田
高
体
連
な

ど
で
す
。
校
舎
が
全
面
改
築
の

時
で
し
た
。
上
野
憲
一（
旧
職
員
）

高口勝昭君に捧ぐ～ 思い出のやまひこの食事会追悼「私の履歴書」後輩に伝えたいこと 久保田 匠

皆
の
前
で
、
「
お
い
、
久
保
田
、

お
前
は
三
池
工
業
高
校
出
身
だ
ろ
」

と
言
う
。
私
は
「
は
い
」
と
答
え

た
。
大
声
で
小
隊
長
曰
く
「
甲
子

園
で
優
勝
し
た
ぞ
」
と
。
昭
和
40

年
、
熱
い
夏
（
入
隊
1
か
月
後
。

本
校
卒
業
3
年
後
）
の
こ
と
で
し

た
。
感
動
、
感
激
、
感
謝
、
と
に

か
く
嬉
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
「
甲
子
園
で
優
勝

し
た
三
池
工
業
高
校
出
身
の
久
保

田
」
と
云
う
こ
と
で
、
新
隊
員
で

あ
り
な
が
ら
随
分
と
得
し
ま
し

た
。
三
池
工
業
高
校
出
身
の
自
分

は
「
何
で
も
や
り
遂
げ
ら
れ
る
」と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
自

信
を
持
っ
て
、
そ
の
後
の
防
衛
行

政
業
務
に
邁
進
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
4
月
、
サ
イ
ト
の
機

能
強
化
を
目
的
と
す
る
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
防
衛
施
設
整
備
事
業
」

の
推
進
役
と
し
て
、
稚
内
レ
ー

ダ
ー
サ
イ
ト
に
着
任
。
九
州
生
ま

れ
の
九
州
育
ち
が
、
極
寒
豪
雪
の

地
で
こ
の
官
民
一
体
の
大
事
業
を

推
進
し
、
昭
和
63
年
3
月
ま
で

に
、
計
画
通
り
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
三
池
工
業
高
校

出
身
と
云
う
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
の
御
陰
で
あ
り
ま
す
。

　

母
校
優
勝
の
時
、
テ
レ
ビ
の
声

が
聞
こ
え
た
の
は
何
故
か
？ 

 

自

分
の
母
校
が
優
勝
し
た
か
の
様

に
、
小
隊
長
が
喜
ん
で
く
れ
た
の

は
何
故
か
？
不
思
議
に
思
っ
て
い

た
。
25
年
後
、
当
時
の
小
隊
長
と

再
会
し
た
時
に
「
熊
本
県
北
部
出

身
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
二
見
大

隊
長
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。
本
校

（
三
井
工
業
学
校
・
三
池
南
高
等

学
校
・
福
岡
県
立
三
池
工
業
高
等

　

航
空
自
衛
隊
防
府
南
基

地
（
山
口
県
）
の
新
隊
員

教
育
隊
で
心
身
と
も
に
鍛

え
ら
れ
て
い
る
最
中
に
、

「
ミ
イ
ケ
コ
ウ
ギ
ョ
ー
、

ミ
イ
ケ
コ
ウ
ギ
ョ
ー
」
と

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
興
奮
し

た
声
が
聞
こ
え
て
来
る
。

私
に
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る

時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

何
か
特
別
な
事
で
母
校
が

有
名
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
た
。

　

や
が
て
、
小
隊
長
が
、

学
校
）
の
名
声
を
聞
き
、
輝
か
し

い
伝
統
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
本

校
近
郊
で
育
っ
た
人
達
が
全
国
各

地
で
応
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

信
し
、
私
は
心
の
底
か
ら
母
校
を

誇
り
に
思
う
次
第
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
だ
け

「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
校
の

多
く
の
魅
力
を
発
信
、
努
力
さ
れ

て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
近
年
の

「
本
校
受
験
者
数
の
定
員
割
れ
」

で
す
。
ま
だ
発
信
さ
れ
て
無
い
多

く
の
魅
力
が
有
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
卒
業
後
60
年
間

の
実
務
経
験
を
経
て
見
え
て
く
る

も
の
が
有
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
認

定
校
の
威
力
」
で
す
。
昭
和
41
年

4
月
、
建
設
中
の
空
自
高
良
台
分

屯
基
地
（
久
留
米
市
）
に
赴
任

し
、
数
か
月
後
、
完
成
と
同
時

に
、
「
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
基

地
唯
一
の
有
資
格
者
」
と
し
て

「
初
代
の
基
地
電
気
主
任
技
術
者
」

に
選
任
さ
れ
、
通
商
産
業
省
（
現

在
、
経
済
産
業
省
）
に
届
け
ら
れ

た
。
免
状
を
取
得
し
て
い
な
い
自

分
が
有
資
格
者
？　

自
信
を
持
っ

て
職
責
を
全
う
出
来
る
様
、
九
州

通
産
局
へ
恐
る
恐
る
指
導
を
受
け

に
行
っ
た
。
監
督
官
は
と
て
も
優

し
く
、
次
の
よ
う
な
御
指
導
を
戴

い
た
。

　

1
「
三
池
工
業
高
校
電
気
科
」

卒
業
者
は
電
気
事
業
法
の
定
め
る

許
可
を
得
て
、
最
大
電
力
5
0
0

kw
未
満
の
事
業
所
の
電
気
主
任
技

術
者
に
な
る
資
格
を
有
す
る
。

 

2
「
電
気
主
任
技
術
者
認
定
校
」

卒
業
者
は
、
受
験
す
る
こ
と
な

く
、
一
定
の
実
務
経
歴
を
経
て
、

大
臣
に
免
状
の
申
請
が
出
来
る
。

　

免
状
取
得
者
で
は
な
い
自
分
が

電
気
主
任
に
選
任
さ
れ
た
の
は
1

の
法
的
根
拠
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
、
実
務
経
歴
を
経

て
、
2
に
基
づ
き
第
3
種
電
気
主

任
技
術
者
免
状
を
申
請
に
よ
り
取

得
で
き
、
定
年
退
官
後
、
80
歳
の

今
で
も
、
電
気
管
理
技
術
者
（
自

営
業
）
と
し
て
現
役
を
続
け
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

正
に
、
母
校
（
電
気
科
）
が

「
認
定
校
」
で
あ
っ
た
御
陰
で

す
。
こ
の
事
を
、
私
は
「
認
定
校

の
威
力
」
と
し
て
伝
え
、
本
校
受

験
者
数
の
増
加
に
寄
与
し
、
後
に

続
く
人
が
一
人
で
も
多
く
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
国
と
し
て
も
、
将
来
の
電
気
主

任
技
術
者
不
足
を
懸
念
さ
れ
て
い

る
様
で
す
。
）

　

む
す
び
に
、
大
先
輩
方
、
特

に
、
次
の
御
二
方
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
現
在
、
私
が
所
属

し
て
い
る
九
州
電
気
管
理
技
術
者

協
会
の
創
設
者
で
あ
り
初
代
会
長

と
し
て
も
貢
献
し
て
頂
い
た
水
本

民
之
助
様
（
本
校
電
気
科
、
大
正

9
年
卒
）
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、

優
し
く
御
指
導
戴
い
た
九
州
通
産

局
の
監
督
官
は
、
本
校
電
気
科

（
昭
和
26
年
）
卒
の
石
倉
（
杉

野
）
正
則
様
（
平
成
18
年
11
月
3

日
、
瑞
宝
双
光
章
受
章
）
で
あ
り

ま
す
。
石
倉
様
は
私
の
生
涯
の
師

で
す
。
92
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
も

色
々
と
御
指
導
を
賜
っ
て
お
り
、

有
難
い
こ
と
で
す
。
皆
様
は
御
存

知
で
し
ょ
う
か
、
石
倉
監
督
官
が

鹿
児
島
県
屋
久
島
内
の
電
気
設
備

調
査
の
折
、
記
念
樹
と
し
て
持
ち

帰
っ
た
苗
木
を
植
樹
さ
れ
、
60
年

間
の
時
を
経
て
「
立
派
に
成
長
し

た
屋
久
杉
が
、
甘
木
山
に
聳
え

立
っ
て
い
る
」
こ
と
を
。

　

偉
大
な
先
輩
達
の
足
跡
の
後
に

出
来
た
道
を
、
自
分
が
歩
い
て
い

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
皆
様
の
献

身
的
な
活
動
に
心
か
ら
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
三
工
同
帰
会
の
益
々

の
御
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
37
電
）

80
歳
現
役
、
母
校
に
感
謝

認
定
校
の
威
力

　令和4年10月のとある日曜日、同期が経営している「山荘：や

まひこ」（玉名郡南関町）で一年ぶりの食事会を行いました。大牟

田近郊在住と遠くは福岡在住も交え、コロナが落ち着いたとはい

え、ソーシャルディスタンス、マスクマスク着用でのランチタイ

ムを楽しみました。

　静かな山あいの山荘、澄んだ空気

と静寂、眺望、我ら後期高齢者には

企業戦士時代の古傷を癒す絶好の場

所。話題はいつもと変わらない母校

時代の思い出とそれぞれの現状報

告。今日会えることができなかった同期も元気だとの情報に安

堵し、そして衰えてきた体力と抱えている一病の自慢のしあ

い。政府推奨の２時間があっという間に過ぎてしまいました。

　その会えるはずの同期の高口勝昭（こうぐちまさあき）君が、

体調不良で参加できないとのこと。笑顔が一つ足りない集まり

は、楽しい会であるには違いないが、なんとも言い表せないも

のでした。

　そして年が明け、令和5年１月6

日、突然の訃報になぜ、どうして、

本当なの、ああーあの笑顔にもう会

えないのかとの思いが駆け巡り、高

口勝昭君の訃報は愕然とするものが

ありました。高口君の少し枯れた声

には、なんとも言えない親しみがあり、長身で大柄な優しい高

口君でした。

　母校に勤務している私は、実習用の機材にエンジン搭載型の

草刈り機を提供してもらったこともあり、生徒達には、課題研

究の格好の教材です。私がリハビリに通う病院の近くに高口君

の店があり時々立ち寄らせていただき、奥様も交えて歓談させ

ていただいたことなど、思い出も多く、令和４年の年末に奥様

にお目にかかった時は、退院されるとお聞きしていたので安堵

していました。「退院したので出てきて」との電話があり正月

あけたら伺おうと思っていた矢先、訃報はあまりにも非情な知

らせでした。あの時、訪問して話をしておけばと後悔先に立た

ず。今はただ、高口君のご冥福お祈りするばかりです。安らか

に高口勝昭君。私たちはまだまだこちらの世界で、あなたの分

まで頑張ります。　　　　　　　　　　　　稲又敏彦（昭41機）

在りし日の高口君（後部列、右から３番目）と機械科の同期

支部総会にも参加した高口さん

第45号（4）2023年（令和5年）11月1日発行 同　　　　　　　帰



■
母
校
の
お
か
げ
で
元
気
で
す
。

　
　
　

山
平
正
寿
（
昭
21
電
A
）

■
同
帰
会
の
会
報
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
元
気
で
す
。
残

金
少
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
何
か
の
足
し
に
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

阪
田
武
士（
昭
23
機
）

■
少
な
い
で
す
が
何
か
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

古
賀　

壽
（
昭
25
採
）

■
お
世
話
様
で
す
。
今
年
も
会

報
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
で
す
。　

町
田
光
弘（
昭
27
化
）

■
一
口
コ
メ
ン
ト
コ
メ
ン
ト
に

記
載
の
「
坂
田
武
士
様
」
は
、

故
兄
の
仲
の
良
い
級
友
で
し
た
。

お
元
気
と
の
こ
と
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
私
は
、
米
寿
を

迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　

白
山　

嵩
（
昭
27
機
）

■
購
読
料
以
外
は
寄
付
致
し
ま

す
。　
　
　

大
塚
信
雄（
昭
27
電
）

■
同
帰
会
の
充
実
発
展
を
祈
願

し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　

江
崎
和
彦
（
昭
29
化
）

■
87
才
の
長
老
で
す
。
母
校
は

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

松
永
卓
生
（
昭
29
機
）

■
令
和
5
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
明

け
ま
し
た
が
、
日
常
生
活
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
埼

玉
の
同
期
も
で
き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

大
神
利
光
（
昭
29
電
）

■
濃
紺
ブ
レ
ザ
ー
の
入
学
式
に

隔
世
の
感
。
母
校
で
も
頑
張
っ

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ま
だ
現
役

で
す
。
87
才

　
　
　
　

永
田
隆
志
（
昭
29
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
体
調
不
良
に
て
病
院

行
き
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

宇
田
川
謙
二
郎
（
昭
30
機
）

■
満
85
才
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
日
は
未
だ
事
務
所
に
毎
日
出

勤
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

上
田
弘
毅
（
昭
30
採
）

■
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
少
額

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

小
柳
郁
男
（
昭
30
電
）

■
会
報
は
毎
回
楽
し
く
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

高
井
治
美
（
昭
30
電
）

■
今
年
秋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
囲
碁

同
好
会
で
4
大
タ
イ
ト
ル
を
制

覇
し
た
。①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
②

リ
ー
グ
戦
③
最
多
勝
④
最
高
勝

率
賞
。
メ
ン
バ
ー
は
14
人
、
年

齢
は
70
〜
86
才
。
私
85
才

　
　
　
　

大
町
岑
生
（
昭
31
電
）

■
Ｒ
4
年
10
月
7
、
8
、
9
と

久
し
ぶ
り
に
大
牟
田
を
お
と
ず

れ
、
母
校
の
雄
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
65
年

が
過
ぎ
同
帰
会
会
報
を
見
な
が

ら
在
校
時
代
を
懐
か
し
く
し
の

ん
で
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

叶　

生
二
（
昭
32
機
）

■
会
報
「
同
帰
」
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
残
金
は
経
費
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
昨
年

は
会
費
納
付
済
な
が
ら
無
掲
載

で
し
た
。　

奈
良
岡
義（
昭
33
化
）

■
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
同
帰
会
行
事
が
出

来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
　
　
　

野
田
重
信
（
昭
33
機
）

■
未
納
分
を
含
み
ま
す
。

　
　
　
　

山
野
義
輝
（
昭
33
電
）

■
創
立
1
1
4
年
目
で
制
服
一

新
と
は
良
い
こ
と
で
す
。
私
の

頃
は
詰
襟
の
学
生
服
で
し
た
。

女
子
も
い
な
く
他
校
の
女
子
生

徒
を
見
て
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
ゴ
ル
フ
で
、

エ
ー
ジ
ー
シ
ュ
ー
ト
し
ま
し
た
。

82
才
で
80
の
ス
コ
ア
で
し
た
。

　
　
　
　

中
野
正
憲
（
昭
33
電
）

■
同
帰
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
口
コ
メ
ン
ト
読
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

江
口
公
浩
（
昭
33
電
）

■
い
つ
も
拝
読
し
て
い
ま
す
。

発
行
も
大
変
で
す
が
、
長
く
続

く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

古
閑
紀
男
（
昭
34
化
）

■
今
年
は
月
下
美
人
が
3
度
咲

き
ま
し
た
。
上
品
な
香
り
が
し

ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
会
報
待
っ
て

い
ま
す
。　

苔
口
康
雄（
昭
34
機
）

■
同
帰
会
報
の
送
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

蓮
尾
博
志
（
昭
34
機
）

■
購
読
料
（
年
会
費
）
振
り
込

み
ま
す
。　

森　

幹
男（
昭
34
採
）

■
相
も
変
わ
ら
ず
三
池
山
の
登

山
道
整
備
で
す
。
登
山
誌
「
秀

刊
の
ぼ
る
（
令
和
5
年
春
号
西

日
本
新
聞
発
行
）」
に
て
三
池
山

の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
あ

れ
！　
　

藤
木
賢
一
（
昭
34
電
）

■
在
校
時
代
の
体
育
館
、
正
面

玄
関
等
の
写
真
大
変
懐
か
し
く
、

当
時
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。　
　
　

伊
藤
輝
雄（
昭
35
機
）

■
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

山
本
好
雄（
昭
35
電
）

■
コ
ロ
ナ
禍
で
す
っ
か
り
出
不

精
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

大
牟
田
の
便
り
、
懐
か
し
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

池
松　

正
（
昭
35
電
）

■
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
い
ま

す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　

高
田
曠
治
郎
（
昭
35
電
）

■
毎
回
の
新
聞
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

深
水　

紘
（
昭
36
化
）

■
動
け
る
幸
せ
皆
様
の
幸
運
を

祈
り
ま
す
。

　
　
　
　

石
川
仁
吉
（
昭
36
機
）

■
毎
回
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
　
　

日
野
清
明（
昭
36
機
）

■
会
報
編
集
委
員
の
皆
様
お
世

話
様
で
す
。

　
　
　
　

熊
川
照
宏
（
昭
36
電
）

■
創
立
1
1
4
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

井
形
眞
太
郎
（
昭
37
機
）

■
会
報
発
行
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
懐
か
し
く
楽
し
ん
で
購

読
し
て
い
ま
す
。
残
金
は
作
成

の
諸
経
費
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

木
山
昭
文
（
昭
37
化
）

■
会
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

永
江
三
郎
（
昭
37
化
）

■
同
帰
毎
年
楽
し
く
拝
読
し
て

ま
す
。
編
集
長
各
位
に
感
謝
で

す
。
僅
か
で
す
が
送
料
の
一
部

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

古
賀
秀
敏
（
昭
37
化
）

■
会
報
懐
か
し
く
読
み
、
気
持

ち
が
若
返
り
ま
す
。
編
集
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　

高
椋
康
人（
昭
37
機
）

■
同
帰
編
集
ご
苦
労
様
で
す
。

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い

ま
す
。　
　

田
中
洋
一（
昭
37
電
）

■
三
工
同
帰
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
願
し
ま
す
。
当
方
は
、

御
陰
様
で
今
も
現
役
（
自
営
業
、

自
由
業
、
自
由
人
）
を
キ
ー
プ

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

久
保
田
匠
（
昭
37
電
）

■
こ
の
4
年
間
新
人
の
入
会
1

人
も
東
都
同
帰
会
に
い
ま
せ
ん
。

同
帰
会
入
会
の
や
り
方
に
検
討

必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

中
村
信
之
（
昭
39
採
）

■
今
年
も
総
会
が
中
止
と
な
り

残
念
で
す
。
再
び
総
会
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　

西
谷
源
展
（
昭
40
化
）

■
お
陰
様
で
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　

小
嶺
茂
樹
（
昭
40
機
）

■
今
の
所
は
コ
ロ
ナ
に
も
負
け

ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

新
聞
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　

中
尾　

彰（
昭
40
電
）

■
東
都
同
帰
会
の
第
43
号
会
報

誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
第
65
回

総
会
は
6
月
10
日
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

緑
川
光
明
（
昭
41
機
）

■
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
ち
、
同
帰
会
総
会
が
開
催

さ
れ
遠
隔
地
の
方
々
に
会
え
ま

す
よ
う
に
。
稲
又
敏
彦（
昭
41
機
）

■
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

松
尾
正
一
郎
（
昭
41
機
）

■
母
校
の
活
躍
を
祈
願
し
て
い

ま
す
。　
　

椛
島
敏
雅（
昭
41
電
）

■
少
な
い
で
す
が
残
り
は
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

岩
中
伸
司
（
昭
42
化
）

■
同
帰
会
と
は
1
に
融
和
、
2

に
恩
返
し
、
3
に
伝
承
。

　
　
　
　

西
原
昭
則
（
昭
42
化
）

■
ご
苦
労
様
で
す
。

　
　
　
　

福
田
功
二
（
昭
42
開
）

■
体
調
良
好
で
仕
事
と
ゴ
ル
フ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

亀
崎
政
幸
（
昭
42
機
）

■
三
池
工
業
高
校
の
発
展
と
同

帰
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
願

し
ま
す
。　

境　

春
幸（
昭
42
電
）

■
同
帰
44
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　

只
隈
正
博（
昭
42
電
）

■
同
級
生
の
皆
さ
ん
元
気
で
す

か
。
健
康
に
気
を
付
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

田
中
清
実
（
昭
42
電
）

■
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

吉
森
英
明
（
昭
44
電
）

■
蓮
尾
先
生
！
陸
上
部
O
B
会

や
り
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

江
上
英
治
（
昭
47
化
）

■
同
帰
会
の
盛
会
に
向
け
、
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!!

　
　
　
　

小
松　

節
（
昭
47
機
）

■
退
職
し
て
20
年
に
な
り
ま
す

が
、
三
池
工
業
高
校
9
年
間
に

は
色
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
や
大
牟
田
高
体
連
な

ど
で
す
。
校
舎
が
全
面
改
築
の

時
で
し
た
。
上
野
憲
一（
旧
職
員
）

令和4年度　同帰会入会式
　

卒
業
式
を
前
に
令
和
4

年
度
の
三
池
工
業
高
校
同

帰
会
入
会
式
（
全
日
制

1
3
9
人
）
が
2
月
22
日

（
定
時
制
は
2
月
28

日
）
、
同
校
視
聴
覚
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
定
時
制

17
名
を
加
え
る
と
新
会
員

は
1
5
6
人
に
達
し
た
。

　

開
会
を
前
に
黒
田
洋
同

帰
会
会
長
は
、
学
業
全
般

で
優
秀
な
成
績
を
納
め
他

の
生
徒
の
模
範
と
な
る
活
躍
及
び

功
績
を
残
し
た
生
徒
に
贈
る
「
同

帰
会
賞
」
を
電
子
機
械
科
3
年
、

古
賀
暖
野
さ
ん
に
手
渡
し
た
。

　

開
会
後
の
挨
拶
で
黒
田
会
長
は

就
職
・
進
学
す
る
新
会
員
に
対
し

て
、
本
校
で
学
ん
だ
知
識
と
誇
り

を
持
っ
て
各
方
面
で
活
躍
し
て
欲

し
い
と
激
励
。
さ
ら
に
会
員
の
高

齢
化
と
各
支
部
へ
の
新
規
入
会
者

が
少
な
く
支
部
活
動
は
厳
し
い
現

状
を
説
明
。
「
皆
さ
ん
の
就
職
・

進
学
先
に
あ
る
東
都
、
中
京
、
関

西
、
福
岡
、
大
牟
田
近
郊
支
部
に

ぜ
ひ
入
会
し
て
欲
し
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

最
後
に
入
会
宣
言
で
は
、
情
報

電
子
科
3
年
の
岩
下
亮
斗
君
が
代

表
で
立
ち
「
そ
れ
ぞ
れ
道
は
違
っ

て
も
栄
え
あ
る
伝
統
と
歴
史
に
輝

く
同
帰
会
の
一
員
と
し
て
、
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
」

と
声
高
々
に
決
意
を
述
べ
、
宣
言

と
し
た
。

新
会
員
156
人
が
決
意
も
新
た
に
入
会

「
卒
業
後
も
新
し
い
繫
が
り
が
嬉
し
い
」

新
会
員
の
声
か
ら

令和4年度【進路状況】

令和4年度の求人数は

1,912人（昨年並みの人数）
求人倍率17.7倍！

令和4年度の求人数は

1,912人（昨年並みの人数）
求人倍率17.7倍！

内定率100%
1次合格率95.0％

就　　職

学校紹介 自営・縁故・その他

107 1

合計
公務員 進学 合計

〔人数〕

108 0 30 138

〔人数〕

北海道

0

関東

12

中部

15

関西

10

中四国

3

県内

53

九州の
県外

14

合　計

107

〔人数〕

農 業 ・ 林 業

漁 業

鉱業・採石業・砂利採取

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ・ 郵 便 業

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 業 ・ 保 険 業

不動産業・物品賃貸業

学術研究・専門・記述サービス業

宿泊業・飲食サービス業

生活関連サービス業・娯楽業

教 育・学 習 支 援 業

医 療 ・ 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されないもの）

分 類 不 能 の 産 業

　 合 　 　 　 計 　

0

0

0

17

76

6

1

1

1

0

0

2

0

0

0

0

0

3

0

0

107

＜就 職（九州外）＞
大林道路、京王電鉄、東京応化工業、

東興ジオテック、東洋ガラス千葉、日

産自動車、日本電気、富士ソフト、み

らい建設工業、三井化学市原、愛知

製鋼、アイシン、アドヴィックス、兼

房、中部電力パワーグリッド、デンソ

ー、トヨタ自動車、トヨタ車体、豊田

自動織機、奥村組土木興業、関西電

力、カワサキモータース明石、京セ

ラ滋賀蒲生、きんでん、クボタ、神戸

製鋼加古川、東芝デバイス＆ストレ

ージ、三井化学大阪、タカキベーカリ

ー、マツダ　　

　　　　　　　　　　　　　など

＜就 職（九州内）＞
有明機電工業、イオンディライト、エルテック
スヨシダ、オーレック、カコ―、九電工、九州電
気保安協会、九州電力、KMアルミニウム工
業、資生堂、信号電材、西部電機、瀬口舗道、大
電、高木組、田代バッテリー、デンカ大牟田、
DNPテクノパック、トヨタ自動車九州、日産自
動車九州、日清紡マイクロデバイス福岡、西鉄
エンジニアリング、西日本高速道路メンテナ
ンス九州、日本道路九州支店、日立ハイテク九
州、ブリヂストン久留米、三井三池製作所九
州、三井金属鉱業、三井化学大牟田、山本化
成、ヤンマー建機、ローム・アポロ、ロキテクノ
九州、アイリスオーヤマ、味の素冷凍食品、荏
原製作所、興亜建設工業、大和建設、濱田重工
シリコン熊本、日立造船有明、平井精密工業熊
本、不二家、LIXIL有明、京セラ鹿児島川内、山
九大分東支店　　　　　　　　　　　など

卒業生就職・進学先

電気・ガス・
熱供給・水道業

5%

運輸業・郵便業
1%

卸売・小売業
1%

情報通信業
1%

学術研究・専門・記述サービス業
2%
サービス業

（他に分類されないもの）
3%

建設業
16%

製造業
71%

産業別就職状況

関東
11%

中部
14%

九州の県外
13%

地域別就職状況

中四国
3%

県内
50%

関西
9%

◆ご卒業、おめでとうございます。大牟田をはじめ各地で就職や進学
で、頑張っている皆さん！健康に留意して励んでください。同帰会
では皆さんを支援します、ぜひ最寄りの支部にご連絡・ご加入くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　（編集担当から）

●
な
お
今
回
の
入
会
式
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
同
帰
会
遠
隔
地
支

部
か
ら
の
出
席
を
見
送
っ
た
。

　

3
年
間
の
学
園
生
活
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
困
惑
し
た
新
会
員
の
皆

さ
ん
。
卒
業
す
る
に
当
た
り
何
人

か
に
、
そ
の
胸
中
を
次
の
5
項
目

で
た
ず
ね
た
。

①
高
校
で
楽
し
か
っ
た
事

②
学
業
で
一
番
た
め
に
な
っ
た
事

③
将
来
の
希
望

④
同
帰
会
に
一
言

⑤
就
職
・
進
学
先

▽
岩
下
亮
斗
君
（
情
報
電
子
科
）

①
生
徒
会
活
動
の
中
で
様
々
な
先

生
や
人
（
他
の
生
徒
）
と
の
関
わ

り
が
増
え
て
、
色
ん
な
行
事
を
成

功
さ
せ
る
事
が
嬉
し
か
っ
た
②
三

池
工
業
は
資
格
取
得
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
で
資
格
勉
強
は
す
ご
く

頑
張
り
自
分
の
力
に
な
っ
た
③
夢

は
高
校
の
先
生
に
な
り
三
池
工
業

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
す
④
同
帰

会
の
一
員
、
三
池
工
の
卒
業
生
と

い
う
自
覚
を
持
ち
何
事
に
も
全
力

で
取
り
組
み
、
立
派
な
社
会
人
に

な
る
事
⑤
福
岡
工
業
大
学

▽
大
渕
海
斗
君
（
電
気
科
）

①
体
育
祭
で
完
全
優
勝
し
た
こ
と

で
す
②
専
門
科
目
で
学
ん
だ
電
気

の
知
識
と
部
活
動
で
授
か
っ
た
技

術
で
す
③
あ
と
2
年
間
専
門
学
校

で
勉
強
し
、
取
得
し
た
い
資
格
を

取
っ
て
保
安
の
仕
事
に
就
く
こ
と

で
す
④
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
⑤
九
州
電
気
専
門
学
校

▽
古
賀
暖
野
さ
ん
（
電
子
機
械
科
）

①
体
育
祭
、
い
ろ
ん
な
人
と
お
話

し
出
来
た
事
②
実
習
、
資
格
取
得

の
た
め
の
勉
強
で
す
③
た
く
さ
ん

働
き
、
た
く
さ
ん
た
め
て
幸
せ
な

家
庭
を
築
く
こ
と
④
今
ま
で
先
輩

方
が
作
り
上
げ
て
き
た
素
晴
ら
し

い
伝
統
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
⑤
デ
ン
カ
㈱
大
牟
田

工
場

▽
松
藤
　
樹
君
（
情
報
電
子
科
）

①
体
育
祭
と
文
化
祭
で
す
②
体
育

祭
で
応
援
団
長
が
出
来
た
こ
と
。

面
接
練
習
で
夜
遅
く
ま
で
練
習
し

て
、
目
標
の
た
め
に
頑
張
っ
た
こ

と
で
す
③
お
金
を
貯
金
し
て
趣
味

に
使
い
ま
す
④
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
⑤
ロ
ー
ム
・
ア

ポ
ロ
筑
後
工
場

▽
森
田
湧
哉
君
（
工
業
化
学
科
）

①
体
育
祭
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

や
れ
る
事
を
一
生
懸
命
や
り
、
最

後
ま
で
団
結
し
な
が
ら
取
り
組
め

ま
し
た
②
専
門
教
科
の
授
業
、
将

来
に
役
に
立
つ
知
識
を
丁
寧
に
分

か
り
や
す
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た

③
成
長
し
続
け
て
社
会
や
人
の
為

に
役
立
つ
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
④
三
池
工
業
を
卒
業
し
て
、

な
お
新
し
い
繋
が
り
が
出
来
る
事

を
嬉
し
く
思
い
大
切
に
し
て
い
き

た
い
⑤
㈱
D
N
P
テ
ク
ノ
パ
ッ
ク

筑
後
工
場

2023年（令和5年）11月1日発行第45号（5） 同　　　　　　　帰



事

務

局

よ

り

令
和
5
年
度
の
工
場
見
学
始
ま
る

　

会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
同
帰

会
の
活
動
及
び
運
営
へ
の
ご
理
解

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同帰会事務局長

下川健一 先生

同
帰
会
総
会
を
お
お
む
た
ハ
イ
ツ

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
事
務
局
（
三
池
工
業
高
校
）
に

問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
こ
に
同

帰
会
新
聞
を
お
届
け
し
ま
す
。
母

校
や
故
郷
の
思
い
を
感
じ
ら
れ
、

元
気
な
毎
日
を
お
送
り
下
さ
い
。

ま
た
、
会
員
様
の
寄
稿
（
ク
ラ
ス

会
、
旅
行
な
ど
）
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
（
平
12
電
）

　

同
帰
会
事
務
局
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
下
川
と
申
し

ま
す
。
事
務
局
長
と
し
て
3
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
不
慣
れ
な
も
の

で
、
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
各
地
の
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
う

し
た
状
況
下
の
も
と
11
月
18
日
に

地
域
社
会
で
頑
張
る
令
和
の
会
員
た
ち

●
久
保
田
奏
和
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
日
本
道
路
株
式
会
社
）

　

日
本
道
路
株
式
会
社
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
仕
事
内
容
は
現
場
調

査
（
試
掘
）
室
内
試
験
を
し
て
い

ま
す
。
部
活
動
で
学
ぶ
「
挨
拶
、

礼
儀
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
」

な
ど
は
社
会
人
で
も
大
切
な
こ
と

だ
し
、
先
輩
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
休

日
は
ド
ラ
イ
ブ
や
温
泉
、
地
元
の

友
達
と
遊
ん
で
い
ま
す
。
高
校
の

授
業
や
実
習
で
学
ん
だ
事
が
今
は

自
分
の
仕
事
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
も
う
少
し
真
面
目
に
授
業
受

け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
後
悔

し
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
は
社
会

人
の
基
礎
と
し
て
し
っ
か
り
授
業

で
教
養
を
蓄
え
て
お
く
と
、
就
職

後
、
他
の
人
よ
り
一
歩
リ
ー
ド
で

き
る
と
お
も
い
ま
す
。（
令
5
土
）

●
橋
本
善
雅
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
デ
ン
カ
株
式
会
社
）

　

デ
ン
カ
株
式
会
社
に
勤
め
て
い

る
新
人
社
員
で
す
。
今
は
第
四
製

造
部
で
ス
マ
ホ
な
ど
の
材
料
を
作

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
シ
リ
カ
と

言
う
粉
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
三

交
代
勤
務
で
大
変
で
す
が
楽
し
く

生
活
で
き
て
い
ま
す
。
在
学
中
の

勉
強
で
役
立
つ
こ
と
は
パ
ソ
コ
ン

で
す
。
三
交
代
で
は
交
代
す
る
時

に
報
告
す
る
こ
と
や
在
庫
管
理
な

ど
を
エ
ク
セ
ル
に
ま
と
め
る
の
で

と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
休
日
は
時

間
も
あ
る
の
で
買
い
物
な
ど
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
就
職
す
る
人
、

特
に
三
交
代
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
人
は
パ
ソ
コ
ン
関
係
を
し
っ
か

り
と
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
あ
と
肉

体
労
働
な
ど
も
多
く
体
調
管
理
も

大
切
な
の
で
規
則
正
し
い
生
活
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
5
情
電
）

●
上
妻
麟
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
三
井
化
学
株
式
会
社
）

　

フ
ァ
イ
ン
製
造
部
精
密
薬
品
課

の
M
R
係
で
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
内

容
と
し
て
は
、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
原

料
の
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
や
整
備
等

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
新
入
社
員

と
し
て
覚
え
る
事
も
多
い
で
す

が
、
世
界
に
誇
れ
る
製
品
を
作
っ

て
い
る
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
在
学
中
の
授
業

や
資
格
取
得
を
通
し
て
学
ん
だ
知

識
が
仕
事
で
も
活
か
さ
れ
て
お

り
、
三
池
工
業
に
入
学
し
て
良
か

っ
た
で
す
。
休
日
は
愛
車
の
シ
ビ

ッ
ク
タ
イ
プ
Ｒ
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行

っ
た
り
、
釣
り
を
し
た
り
し
て
仕

事
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
で
取

り
組
め
る
様
に
し
て
い
ま
す
。
後

輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
よ
く
遊
び
、

よ
く
学
ん
で
思
い
出
に
残
る
高
校

生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
5
子
機
）

●
中
津
海
龍
誠
さ
ん

　
　
　
　
　（
エ
ル
テ
ッ
ク
ス
・
ヨ
シ
ダ
）

　

私
が
入
社
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
エ
ル
テ
ッ
ク
ス
・
ヨ
シ
ダ

と
い
う
会
社
で
す
。
仕
事
の
内
容

は
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
や
、
ケ
ー
ブ
ル

の
端
末
処
理
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
在
学
中
に
学
ん
だ
こ
と
で

仕
事
に
活
か
せ
た
と
思
う
こ
と

は
、
電
工
ナ
イ
フ
の
扱
い
方
だ
と

思
い
ま
し
た
。
端
末
処
理
を
す
る

際
は
、
電
工
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
処

理
す
る
の
で
学
校
で
学
べ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
休
日
の
過

ご
し
方
は
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
、

家
族
と
出
か
け
た
り
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。
最
後
に
後
輩
の
方
々

に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
取
れ
る
資

格
は
な
る
べ
く
取
っ
て
、
後
悔
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
5
電
）

●
嶋
田
子
竜
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
山
本
化
成
株
式
会
社
）

　

山
本
化
成
株
式
会
社
の
製
造
課

で
過
酸
化
水
素
を
作
る
時
の
溶
媒

作
り
が
、
主
な
仕
事
内
容
で
す
。

在
学
中
は
野
球
部
に
所
属
し
て
い

て
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
投
手
で
し
た
。

そ
の
中
で
投
手
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

監
督
や
チ
ー
ム
の
投
手
陣
な
ど
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
投
手
力
の
向
上
に
繋
が
り
改

め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
会
社
で
も
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
会
社
の
先
輩
な
ど
と
仕

事
の
疲
れ
を
取
る
た
め
に
温
泉
に

行
き
サ
ウ
ナ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
特
に
3
年
生
は

最
後
の
高
校
生
活
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
5
化
）

●
古
賀
陸
渡
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
㈱
三
井
三
池
製
作
所
）

　

福
岡
県
大
牟
田
市
新
港
町
に
あ

る
三
井
三
池
製
作
所
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
主
に
掘
削
機
や
減
速
機

の
部
品
を
製
造
し
た
り
、
現
地
に

出
向
い
て
掘
削
機
の
組
み
立
て
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

在
学
中
で
一
番
大
切
に
し
て
い

た
事
は
し
っ
か
り
メ
モ
を
取
る
事

で
す
。
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
た
事

は
メ
モ
を
忘
れ
ず
に
行
い
、
困
っ

た
と
き
に
見
返
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
休
日
は
家
で
格
闘
ゲ
ー

ム
を
し
、
日
頃
の
疲
れ
を
発
散
し

て
い
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
大

切
に
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
先
輩

方
を
敬
う
事
と
言
葉
遣
い
に
気
を

つ
け
て
欲
し
い
で
す
。
学
校
生
活

の
時
の
よ
う
に
軽
い
気
持
ち
で
は

い
け
ま
せ
ん
よ
！
後
は
体
調
管
理

も
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
5
子
機
）

就
職
に
生
き
る
資
格
取
得
!!

Miike Technical High School
　「大正～昭和～平成」そして令和の時代を迎え、本校卒業生は2万1000人を超えています。令和時
代はコロナ禍で始まり在校生も卒業生も学業に社会活動に支障をきたしました。
　だがやっと今回号から令和初の「頑張る社会人」の登場です。同帰会新会員になって半年、学業で得
た「三工知識と誇り」を持って取り組む新社会人を御紹介します。後輩諸君には就職・進学の良き手引
きにして下さい。
　▼新聞編集部からお願い。「最寄りの同帰会支部への新規加入をお願いします」

【
退
職
者
】

電
気
科　
　

福
田　

正
秀

電
子
機
械
科　
　

友
岡　

博
登

情
報
電
子
科　
　

今
村　

一
典

土
木
科　
　

阿
津
坂　

裕
二

工
業
化
学
科　
　

西　
　

謙
志

事　

務　
　

小
田　

雅
子

教　

諭　
　

本
田　

昌
弘

【
転
出
者
】

教
頭（
定
）　
　

松
本　

健
二
（
筑
後
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
教
頭
）

国
語
科　
　

岡　
　

徹
志
（
八
女
高
校
）

数
学
科　
　

中
原　

豊
敦
（
伝
習
館
高
校
）

英
語
科　
　

江
﨑　

理
恵
（
山
門
高
校
）

体
育
科　
　

内
山　
　

信
（
朝
倉
光
陽
高
校
）

事
務
次
長　
　

松
本　

靖
江
（
筑
後
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
事
務
長
）

事　

務　
　

内
坂　

達
朗
（
水
産
高
校
）

図
書
司
書　
　

井
上　

早
紀
（
三
池
高
校
）

教　

諭　
　

緒
方　

隆
浩
（
三
井
高
校
）

主　

事　
　

増
田　

紘
史
（
本
校
全
日
制
）

【
新
任
者
】

数
学
科　
　

近
藤　

励
樹

教　

諭　
　

中
西　

拓
馬

主　

事　
　

野
村　

莉
々
香

【
転
入
者
】

教
頭（
定
）　
　

細
山
田　

和
也
（
県
教
育
セ
ン
タ
ー
）

国
語
科　
　

高
月　

和
代
（
伝
習
館
高
校
）

英
語
科　
　

坂
本　

和
代
（
三
池
高
校
）

体
育
科　
　

蓮
尾　

稔
郎
（
非
常
勤
）

電
気
科　
　

平
川　

三
成
（
八
女
工
業
）

工
業
化
学
科　
　

熊
丸　

敦
治
（
八
女
工
業
）

電
子
機
械
科　
　

橋
本　

拓
海
（
浮
羽
工
業
）

土
木
科　
　

溝
上　

啓
輔
（
非
常
勤
）

工
業
化
学
科　
　

西
口　

博
之
（
非
常
勤
）

情
報
電
子
科　
　

大
薮　

啓
孝
（
非
常
勤
）

参
事
補
佐
兼
事
務
次
長　
野
口　

ル
ミ
（
八
女
高
校
）

事　

務　
　

本
田　

政
己
（
八
女
高
校
）

事　

務　
　

増
田　

紘
史
（
本
校
定
時
）

図
書
司
書　
　

髙
石　

亜
紀
（
三
池
高
校
）

工
業（
定
）　　
　

西
原　

満
哉
（
非
常
勤
）

工
業（
定
）　　
　

福
田　

正
秀
（
非
常
勤
）

令
和
5
年
度 

全
日
制
・
定
時
制

教
職
員
異
動

　

コ
ロ
ナ
禍
の
沈
静
化
で
同
感
染
症
は
5
類
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

5
年
度
の
工
場
見
学
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
学
校
生
活
で
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
通
し
て
良
い
経
験
を
積
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
2
学
期
以
降
も
ク
ラ
ス
ご
と
に
工
場
見
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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－

人
気
の
も
の
づ
く
り
教
室

－

定
時
制
と
全
日
制
で
初
の
共
同
開
催

が　ん　ば　る　三　工　生　! !

　

第
22
回
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
福
岡
大
会
は
6
月
11
日
行
わ

れ
、
普
通
旋
盤
部
門
で
電
子
機
械

科
3
年
の
長
尾
春
輝
君
が
第
2
位

に
入
っ
た
。
こ
の
成
績
は
三
池
工

で
初
め
て
。
引
き
続
き
7
月
9
日

の
九
州
大
会
に
出
場
、
こ
こ
で
も

普
通
旋
盤
部
門
で
2
位
の
好
成

績
。
表
彰
状
、
メ
ダ
ル
、
楯
が
贈

ら
れ
た
。

　

長
尾
君
は
祖
父
が
大
工
さ
ん
、

父
は
製
造
業
に
勤
務
。
も
の
づ
く

り
の
家
庭
に
育
っ
た
。
手
作
業
の

金
属
加
工
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
。
高
校
入
学
前
か
ら
各
校
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
調
べ
て
「
た
の
し

そ
う
だ
な
ぁ
」
と
三
池
工
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
パ
ン
フ
を
発

見
、
入
学
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
も
の
づ
く
り
の
道
へ
。

　

こ
の
3
年
間
は
勉
強
に
力
を
入

れ
、
普
通
旋
盤
作
業
、
一
般
熱
処

理
作
業
、
機
械
検
査
作
業
の
3
級

技
能
士
を
取
得
。
旋
盤
技
術
の
ジ

ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
（
ゴ
ー
ル

ド
）
を
取
得
し
た
。

　

前
回
も
「
も
の
コ
ン
」
に
出
場

し
て
経
験
し
た
旋
盤
技
術
の
中
で

も
「
寸
法
精
度
」
を
高
め
る
た
め

に
学　

校
で
練
習
を
重
ね
た
。
毎

日
繰
り
返
し
、
と
く
に
手
作
業
の

感
覚
を
磨
い
た
。

　

自
分
な
り
に
毎
日
旋
盤
技
術
を

磨
い
て
①
視
力
・
目
の
感
覚
②
正

常
な
機
械
音
③
削
り
音
の
確
認
に

力
を
入
れ
き
た
。

　

こ
う
し
て
臨
ん
だ
大
会
で
十
分

に
力
を
発
揮
し
、
12
人
中
に
2
位

と
な
り
、
九
州
地
区
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

同
校
の
部
活
で
機
械
系
工
作
部

部
長
で
も
あ
る
長
尾
君
は
「
毎
日

毎
日
、
練
習
を
重
ね
て
旋
盤
技
術

を
高
め
て
欲
し
い
。
全
国
大
会
で

の
優
勝
を
期
待
し
ま
す
」
と
後
輩

に
期
待
を
寄
せ
た
。

話
を
聞
い
た
の
が
大
き
な
ヒ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
は
、

校
内
選
考
会
に
て
選
ば
れ
、
約
1

年
か
け
て
練
り
上
げ
、
2
年
生
で

「
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応

募
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
特
別
賞
、
優
秀
賞
の
受
賞
者

は
、
主
催
者
に
よ
る
費
用
負
担
で

知
的
財
産
権
制
度
の
専
門
家
で
あ

る
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も

と
、
実
際
に
特
許
庁
の
特
許
出
願

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
賞
を
聞
い
た
時
は
、
嬉
し
い
反

面
、
出
願
ま
で
大
変
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。
担
当
の
弁
護
士
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
書
類
を
作
成
し
て
今
年

の
2
月
に
出
願
し
ま
し
た
。
資
格

取
得
の
勉
強
と
の
両
立
は
と
て
も

忙
し
か
っ
た
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、
情
報

系
工
作
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
特
に
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
の

　

調
理
用
の
「
保
護
具
」

の
発
明
で
特
許
申
請
が
認

め
ら
れ
、
5
月
19
日
付
け

で
特
許
庁
か
ら
特
許
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
開
発

し
た
「
保
護
具
」
は
、
包

丁
を
使
用
す
る
際
に
、
食

材
を
押
さ
え
る
方
の
手
に

カ
バ
ー
の
よ
う
に
装
着
す

る
も
の
で
す
。
小
学
生
の

頃
、
ニ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て

い
て
ケ
ガ
を
し
た
経
験
か

ら
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

び
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
知
的
財
産

に
関
す
る
学
習
が
あ
り
、

申
請
が
認
め
ら
れ
た
の
は

今
回
で
4
例
目
と
な
り
ま

す
。
1
年
生
の
時
に
特
許

権
や
意
匠
権
に
つ
い
て
の

授
業
を
受
け
、
講
師
か
ら

「
発
明
は
キ
ッ
チ
ン
周
り

か
ら
出
や
す
い
」
と
い
う

高校生ものづくりコンテストで快挙

福岡大会と九州大会で2位!! 長
尾
さ
ん
の
旋
盤
技
術
を
表
彰

　
　

「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
も
取
得

アイデアが特許を取得
三池工業高等学校

情報電子科　3年

髙松　佑恭 さん
たかまつ　 　 う　きょう

制
作
が
得
意
で
す
。
自
分
の
ア
イ

デ
ア
を
図
面
に
し
て
、
特
許
へ
と

発
展
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
で
、
何
事
に
も
積
極
的
で
あ
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
将
来
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

関
係
の
職
に
就
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
件
で
起
業
も

選
択
肢
の
1
つ
に
加
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

令
和
5
年
8
月
3
日
（
木
）
、

地
元
か
ら
多
く
の
幼
児
・
小
学

生
・
中
学
生
が
「
も
の
づ
く
り
教

室
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

科
の
特
色
を
生
か
し
た
も
の
で
、

定
時
制
始
ま
っ
て
以
来
、
初
め
て

全
日
制
と
共
同
で
実
施
し
ま
し

た
。
定
時
制
で
は
、
サ
ン
ド
ブ
ラ

ス
タ
を
用
い
た
ガ
ラ
ス
加
工
（
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ラ
ス
の
作
成
）
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
校
教
職
員
と
一

緒
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
楽
し

そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
持

ち
帰
っ
て
頂
き
、
本
校
で
の
体
験

を
思
い
出
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

普
通
旋
盤
部
門

電
気
工
事
部
門

　

令
和
5
年
度　

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
や
実
習
で
学

ん
だ
知
識
・
技
術
を
活
か
し
て
、
各
部
門
の
難
易
度
の
高
い
課
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
選
手
達
は
取
り
組
ん

だ
練
習
の
成
果
を
よ
く
発
揮
し
ま
し
た
。

第
2
位

　

長
尾
春
輝
（
電
子
機
械
科
3
年
）

普
通
旋
盤
部
門

第
2
位

　

長
尾
春
輝
（
電
子
機
械
科
3
年
）

第
2
位　

　

古
賀
楓
都
（
電
気
科
3
年
）

電
子
回
路
組
立
部
門

第
8
位　

　

前
田
元
気
（
電
子
機
械
科
3
年
）

測
量
競
技
部
門

第
8
位
、
第
9
位　

　

高
田
翔
太
（
土
木
科
3
年
）
、

　

矢
ヶ
部
蒼
、
田
中　

惇
一
、
岸

　

川
心
美
、
倉
本
龍
介
、
白
濱
幸

　

喜
（
土
木
科
2
年
）

化
学
分
析
部
門

第
５
位
、
第
10
位　
　

　

橋
本
佳
依
（
工
業
化
学
科
3
年
）

　

藤
川
崇
（
工
業
化
学
科
2
年
）

福
岡
大
会
成
績

九
州
大
会
成
績

　赤い羽根をシンボルとする共同募金は戦後直後にスタートし、今年度で７７年目を迎え
ます。この共同募金は、毎年 1回、厚生労働大臣の定める期間内に限って全国的に行う寄
付金として
　「社会福祉法」に明記され、皆様から寄せられた多くの浄財は、これまで社会福祉事業の
充実と発展に、大きな役割を果たしてまいりました。
　大牟田市においても、共同募金や歳末たすけあい募金の配分金を財源として、子ども・
高齢者・障がい者、母子などに対する福祉的な支援や地域における福祉活動費、ボランティ
ア養成費など、様々な社会福祉事業に活用させていただきました。
　しかしながら、現在の大牟田市は、人口減少や少子高齢化・核家族化をはじめ、地域組
織の弱体化など市民を取り巻く生活・福祉環境も厳しさを増し、また、近年の大規模災害
等による被災者生活再建への不安や生活困窮者（経済的困窮・社会的孤立）の増加などに
加え、「買い物難民」「ヤングケアラー」「8050 問題」等の新たな課題もクローズアップさ
れています。その一方で、共同募金額は年々減少の一途をたどっているというのが現状です。
　そこで、共同募金会大牟田市支会では、市外や県外に住んでいる大牟田市出身者の皆様
の誰もが募金できるようなシステムとして「ふるさと赤い羽根募金（インターネット募金）」
に取り組んでいます。下記の「QRコード」またはパソコンやスマホで「はねっとおおむた」
と入力すると、集められた募金がどのような福祉活動や支援に使われているかが一目でわ
かり、それらの活動にご賛同いただければ、そのまま募金できる仕組みとなっています。
ぜひ一度ご覧ください。
　大牟田で育った皆様に、これからの地域のために、子どものために、「ふるさと大牟田」
のために、皆様のご理解・ご協力を何卒よろしくお願いします。

「ふるさと赤い羽根募金」（インターネット募金）
のご協力について

福岡県共同募金会大牟田市支会
大牟田市支会
ＱＲコード

はねっとおおむた 検索

会報『同帰』購読料有難うございました

山 平 正 寿
阪 田 武 士
古 賀 　 壽
町 田 光 弘
白 山 　 嵩
大 塚 信 雄
江 崎 和 彦
松 永 卓 生
大 神 利 光
永 田 隆 志
宇田川　謙二郎
上 田 弘 毅
小 柳 郁 男
高 井 治 美
大 町 岑 生
叶 　 生 二
奈 良 岡 　 　 義
野 田 重 信
山 野 義 輝
中 野 正 憲
江 口 公 浩
古 閑 紀 男
苔 口 康 雄
蓮 尾 博 志
森 　 幹 男
藤 木 賢 一
伊 藤 輝 雄
池 松 　 正
山 本 好 雄
高　田　曠治郎

21 電A
2 3 機
2 5 採
2 7 化
2 7 機
2 7 電
2 9 化
2 9 機
2 9 電
2 9 電
3 0 機
3 0 採
3 0 電
3 0 電
3 1 電
3 2 機
3 3 化
3 3 機
3 3 電
3 3 電
3 3 電
3 4 化
3 4 機
3 4 機
3 4 採
3 4 電
3 5 機
3 5 電
3 5 電
3 5 電

深 水 　 紘
石 川 仁 吉
日 野 清 明
熊 川 照 宏
井　形　眞太郎
木 山 昭 文
永 江 三 郎
古 賀 秀 敏
高 椋 康 人
田 中 洋 一
久 保 田 　 　 匠
中 村 信 之
西 谷 源 展
小 嶺 茂 樹
中 尾 　 彰
緑 川 光 明
稲 又 敏 彦
松　尾　正一郎
椛 島 敏 雅
岩 中 伸 司
西 原 昭 則
福 田 功 二
亀 崎 政 幸
境 　 春 幸
只 隈 正 博
田 中 清 実
吉 森 英 明
江 上 英 治
小 松 　 節
上 野 憲 一

3 6 化
3 6 機
3 6 機
3 6 電
3 7 機
3 7 化
3 7 化
3 7 化
3 7 機
3 7 電
3 7 電
3 9 採
4 0 化
4 0 機
4 0 電
4 1 機
4 1 機
4 1 機
4 1 電
4 2 化
4 2 化
4 2 開
4 2 機
4 2 電
4 2 電
4 2 電
4 4 電
4 7 化
4 7 機
旧職員

多くの皆様の心温まるご協力を頂き第45号を発行する事ができました。
「同帰」を温かく応援して頂く皆様に感謝と共に深い「絆」を感じております。
これからも宜しくお願い申しあげます。又、購読料以上を振込み頂いた皆
様のお名前をご紹介させて頂きます。（令和4年4月～令和5年3月）

　広報おおむた9月号で「おおむた輝き人」のコーナーに三
池工・情報電子科3年、高松佑恭さんが掲載されました。こ
れは特許取得の記事で、ものづくりに頑張る三工生の今がわ
かります。広報課の許可を得て全文記載しています。

2023年（令和5年）11月1日発行第45号（7） 同　　　　　　　帰



編

集

後

記

〈定時制〉 開 校 記 念 講 演 会 〈全日制〉

　

創
立
百
十
五
周
年
開
校
記
念
講

演
会
は
４
月
25
日
、
三
池
工
業
高

校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
元
愛
知
製
鋼
㈱

社
員
で
現
在
は
同
帰
会
中
京
支
部

幹
事
長
の
境
春
幸
さ
ん
（
75
）

=

当
時
の
肩
書
で
掲
載

=

。
演
題
は

「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
宝
」
。
会

場
は
コ
ロ
ナ
禍
も
沈
静
化
に
向
か

い
マ
ス
ク
な
し
の
生
徒
も
目
立
ち

始
め
た
。

　

境
さ
ん
は
昭
和
42
年
電
気
科
卒

業
。
愛
知
製
鋼
に
入
社
後
、
第
一

圧
延
課
に
配
属
さ
れ
、
以
後
は
労

働
組
合
専
従
役
員
、
ア
イ
チ
物
流

を
経
て
平
成
27
年
退
職
さ
れ
た
。

そ
の
経
験
を
か
わ
れ
地
元
東
海
市

公
平
委
員
、
愛
知
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
長
を
務
め
、
海
外
視
察
も

数
多
い
。
平
成
5
年
か
ら
は
中
京

支
部
幹
事
長
と
し
て
支
部
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
人
と
の
交
流
の
広
さ

境
さ
ん
が
後
輩
に
講
活

中
京
支
部

幹
事
長

人
と
の
つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
!!

「
三
工
定
」
の
思
い
出
と
私

次
期
住
職
め
ざ
す
山
田
さ
ん

や
組
織
運
営
の
在
り
方
、
労
働
条

件
向
上
対
策
な
ど
豊
富
な
経
験
を

持
つ
。
工
業
人
と
し
て
「
も
の
づ

く
り
」
に
関
わ
り
、
働
き
方
に
も

　

開
校
記
念
日
の
４
月
25

日（
金
）、講
師
に
平
成
28

年
機
械
・
電
気
科
卒
業
山

田
亜
由
美
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
、開
校
記
念
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

開
講
挨
拶
で
は
、永
友

校
長
か
ら
昭
和
25
年
に
開

設
さ
れ
た
本
校
定
時
制
の

歴
史
に
つ
い
て
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
初
め
て
聴
く

1
年
生
や
保
護
者
等
の
皆

さ
ん
は
勿
論
の
こ
と
、
職

員
も
定
時
制
の
歴
史
の
重

さ
を
感
じ
、さ
ら
に
積
み

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

思
い
に
駆
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
現
在
、実
家
の
お

寺
の
次
期
住
職
に
な
る
た
め
の
研

鑽
を
積
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。在
学
中

は
、学
力
優
秀
で
常
に
首
席
で
あ

り
、4
年
生
で
は
女
性
初
の
生
徒

会
長
と
し
て
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
重
責
を
務
め
、部
活
動
で

も
活
躍
し
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
全
国

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、資
格
取
得
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

主
催
の「
漢
字
検
定
準
2
級
」や

「
第
二
種
電
気
工
事
士
」「
パ
ソ
コ
ン

利
用
技
術
検
定
」な
ど
の
資
格
を

取
得
し
、特
に
漢
字
検
定
の
準
2

級
は
1
9
4
0
文
字
か
ら
出
題
さ

れ
る
難
関
を
、1
年
生
で
一
発
合
格

を
果
し
ま
し
た
。

　
「
三
工
定
の
思
い
出
と
私
」と
題

し
た
山
田
さ
ん
の
講
演
は
、学
校

生
活
の
思
い
出
や
学
ん
だ
こ
と
、中

で
も
現
在
の
仕
事
と
直
接
関
係
の

な
い
在
籍
時
に
取
得
し
た
電
気
工

事
士
の
資
格
は
、旧
家
の
配
線
改

修
を
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
例
に

あ
げ
、資
格
を
取
る
こ
と
の
大
切
さ

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、僧
侶
に
な
る
た
め
の
滝

行
・
水
行
な
ど
の
厳
し
い
お
勤
め
、

と
り
わ
け
現
代
社
会
で
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
ス
マ
ホ
や
、情
報
得
る

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ

な
ど
が
使
え
な
い
厳
し
い
修
行
の

話
に
は
、よ
く
耐
え
て
こ
ら
れ
た
も

の
と
感
心
す
る
次
第
で
し
た
。

　

講
演
会
の
締
め
く
く
り
に
生
徒

会
長
の
水
上
周
さ
ん
が
お
礼
の
挨

拶
を
行
い
、生
徒
代
表
か
ら
花
束
を

贈
り
開
校
記
念
行
事
は
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
、お
忙
し
い
中
お
越
し

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。生
徒
の
み
な
ら
ず
職
員
や

保
護
者
も
有
意
義
な
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

定
時
制　

企
画
情
報
部

く
わ
し
く
、
「
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
就
職
・
進
学
す
る
後
輩
（
生

徒
）
に
伝
え
た
い
」
と
一
時
間
あ

ま
り
熱
っ
ぽ
く
話
し
た
。

　

壇
上
で
境
さ
ん
は
出
身
地
の
白

川
小
、
中
学
校
か
ら
三
池
工
業
に

入
学
し
た
当
時
を
紹
介
し
な
が

ら
、
入
社
時
の
記
憶
、
思
い
出
を

た
ど
り
「
人
と
の
つ
な
が
り
、
ふ

れ
あ
い
は
大
切
で
す
。
宝
物
で
す
」

と
後
輩
に
話
し
か
け
た
。

　　
　
　
　

境
春
幸
氏　

6
月
14
日

早
朝
、
入
居
中
の
施
設
で
死
去
。

75
歳
。
葬
儀
は
6
月
18
日
東
海
市

の
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

喪
主
は
陽
子
様
。

　

講
演
会
や
中
京
支
部
総
会
に
出

席
後
の
突
然
の
死
去
に
東
支
部
長

は
「
残
念
で
す
、
会
の
運
営
に
も

支
障
が
出
て
い
ま
す
」
と
惜
し
が

っ
た
。

令和5年 定時制部活動報告

バドミントン部
（南部ブロック大会）
　　男子シングルス
　　　第　2　位　4年　古賀葵翔
　　　2回戦進出　3年　松尾知朗
　　　1回戦出場　3年　吉冨堅太
　　　　　　　　　１年　土本晴空
　　男子ダブルス
　　　1回戦出場　4年　古賀葵翔・土本璃央ペア
　　　　　　　　　3年　松尾知朗・吉冨堅太ペア
　　女子シングルス
　　　第　4　位　3年　中村未来 
　　　2回戦進出　2年　小田春奈
　　　　　　　　　1年　髙取美桜、永松千実
　　女子ダブルス
　　　1回戦出場　3 年　中村未来・安逹和歩ペア
　　　1回戦出場　1 年　髙取美桜・永松千実ペア 
（福岡県大会）
　バドミントン部 
　　男子シングルス
　　　第　2　位　4 年　古賀葵翔
　　女子シングルス
　　　1回戦出場　3年　中村未来
福岡県大会の結果、下記の生徒が全国大会への出場権
を得ました。
　　　個　人　戦　4 年　古賀葵翔（県大会 2位）　

　　　1回戦出場　4年　安逹晃弘
　　　　　　　　　2年　安里璃莉亜、武末星桜
　　　　　　　　　1年　飯尾功輝

卓球部
（南部ブロック大会）
　　男子シングルス
　　　1回戦出場　4年　安逹晃弘
　　　　　　　　　2年　安里璃莉亜、武末星桜
　　　　　　　　　1年　飯尾功輝

陸上競技部
（福岡県大会）
　　100ｍ走
　　　第　4　位　4年　水上　周
　　　第　6　位　4年　古賀葵翔
　　　予選出場　3年　村本和穂
　　200ｍ走
　　　第　5　位　4年　古賀葵翔
　　　予選出場　3年　村本和穂
　　1500ｍ走
　　　予選出場　2年　前田竜輝
　　100ｍ×4リレー
　　　第　5　位　4年　古賀葵翔、濱崎竜馬、水上周
　　　　　　　　　3年　村本和穂
福岡県大会の結果、下記の生徒が全国大会への出場権
を得ました。
　　100ｍ×4リレー
　　　　　　　　　4年　水上　周（県大会 4位）
　　　　　　　　　4年　古賀葵翔（県大会 6位）

ソフトテニス部
（福岡県大会）
　　男子ダブルス
　　　第　4　位　2年　前田竜輝・山下和眞ペア
　　　第　5　位　2年　松尾海里・山田真央ペア 
福岡県大会の結果、下記の生徒が全国大会への出場権
を得ました。
　　男子ダブルス　2年　前田竜輝・山下和眞ペア

令和4年度 定時制通信制体育大会 結果報告
野球部
　ＶＳ八女学院（1-0）○
　ＶＳ城南高校（4-2）○　県大会出場
　ＶＳ九州国際大学付属高校（1-11）●　県大会1回戦

令和5年度福岡県総合体育大会ソフトテニス選手権大会
県予選会
　●団体戦　ベスト8
　●個人戦　ベスト32
　　内山雄貴（電気科3年）、家永佳月（電子機械科3年）
　　藤丸宜史（電気科3年）、佐藤琢磨（電子機械科3年）

陸上部
福岡県陸上競技国体選考会兼福岡県高校陸上学年別大会
南部ブロック予選大会
　●男子100m　第4位　県大会出場
　　轟真斗（電子機械科2年）
　●男子1500m　優勝　県大会出場
　　馬場桜太（電子機械科3年）
　●男子5000m　第2位　県大会出場
　　馬場桜太（電子機械科3年）
　●男子走高跳　県大会出場
　　小島真翔（メカトロニクス系1年B組）

ソフトテニス部
令和5年度福岡県総合体育大会ソフトテニス選手権大会
南部ブロック予選会
　●団体戦　第2位
　●個人戦　ベスト8　県大会出場
　　内山雄貴（電気科3年）・家永佳月（電子機械科3年）ペア
　●個人戦　ベスト16　県大会出場
　　藤丸宜史（電気科3年）・佐藤琢磨（電子機械科3年）ペア
　●個人戦　ベスト24　県大会出場
　　武藤健惺（エネルギー系1年）・佐藤匠（電子機械科3年）ペア
　　飯田彪翔（電気科2年）・柿原成璃（土木工業化学科2年）ペア

バドミントン部
令和５年度福岡県高等学校総合体育大会バドミントン
選手権大会南部ブロック予選会
　●男子　団体3位　県大会出場
　　浦川翼（電気科3年）、河野宗平（電気科3年）、大渕
　　巧真（情報電子科3年）、藤丸晴紀（情報電子科3年）
　　田中伸昂（電気科3年）、吉田哲史（情報電子科2年）
　　徳永蓮翔（土木工業化学科2年）、原田青嵐（土木工
　　業化学科2年）
　●男子個人戦　シングルス5位　県大会出場
　　河野宗平（電気科3年）

令和5年度 全日制 部活速報

　

会
員
同
士
の
交
流
の
場
「
同
帰

45
号
」を
お
届
け
し
ま
す
。

　

レ
ジ
ェ
ン
ド
会
員
と
若
手
会
員

の
交
流
、
融
合
で
、
同
帰
会
再
生
を

目
指
し
て
い
ま
す
。し
か
し
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
報
告
し
て
い
ま
す
が
、

横
の
繋
が
り
は
ま
だ
で
す
。大
正
〜

昭
和
〜
平
成
〜
令
和
時
代
に
な
っ

て
も
母
校
を
愛
す
る
卒
業
生
の
気

持
ち
は
同
じ
。こ
の
断
層
を
乗
り
越

え
、
そ
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
る
よ

う
紙
面
通
じ
て
報
告
し
ま
す
。皆

さ
ん
健
康
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

◆
寄
稿
の
募
集
＝
本
紙
4
面
で

「
私
の
履
歴
書
」
を
始
め
ま
し
た
。

ご
覧
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
投
稿
し
て
下

さ
い
。原
稿
用
紙
2
枚
（
20
字
×
20

行
）
と
写
真
を
添
え
て
同
帰
会
本

部
へ
。趣
味
や
健
康
法
も
受
け
付
け

ま
す
。　（
野
村
編
集
長　

昭
42
化
）

　定時制の放課後は短い時間ですが、部活動
も活発に行っています。体育系では卓球部・
バドミントン部・ソフトテニス部・陸上競技
部が、文化系は食育部・工業系工作部があり
それぞれ活動を行っています。
　この夏、体育系では全国高等学校定時制・
通信制夏季体育大会につながる南部ブロック
大会および福岡県大会があり、生徒たちは日
ごろの練習成果を発揮し今季も優秀な成績を
収めました。今季の成績は次のとおりです。

文化系部活動
■食育部
　収穫した校庭の梅の実を材料に梅ジュース作り体
験の活動を行いました。
秋には三工定農園産のサツマイモを使った調理体験
も計画しています。
■工業系工作部
　令和5年度第14回福岡県高校生溶接競技会に機
械・電気科4年山下巧真君が参加し、個人戦12位と
大会参加史上最高位の成績を収めました。また、第
二種電気工事士や溶接技能者評価試験の学科・実技
試験への挑戦など活発に活動しています。　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　（定時制　企画情報部）

　初戦は八女学院に1-0で勝利、2戦目も城南
に4-2で勝利。接戦をものする粘り強い展開
で4回戦まで進出、県大会初戦で九国大付属
に敗れた。
(写真は八女学院戦)

三池工業高校
29年ぶり県大会出場！今夏２勝

訃
報
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